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１ はじめに 

 

犯罪被害者等施策については、これまで、４次にわたり策定された犯

罪被害者等基本計画に基づき、様々な施策が進められてきた。他方で、

犯罪被害者やその御家族・御遺族からは、「被害原因や居住地域によっ

て、支援内容に差がある」、「今なお、その置かれた状況に応じた必要な

支援が受けられていない」など、切実な声があり、こうした声を踏まえ、

令和５年６月６日、犯罪被害者等施策推進会議において、「犯罪被害者

等施策の一層の推進について」が決定された（参考資料３（ｐ26）参照）。 

同決定においては、犯罪被害者等基本法（平成 16 年法律第 161 号。

以下「基本法」という。）の基本理念に基づき、犯罪被害者等が、被害原

因や居住地域にかかわらず、その置かれている状況等に応じ、被害を受

けたときから再び平穏な生活を営むことができるようになるまでの間、

必要な支援を適時適切に途切れることなく受けることができるように

するため、 

①犯罪被害給付制度の抜本的強化に関する検討 

②犯罪被害者等支援弁護士制度の創設 

③国における司令塔機能の強化 

④地方における途切れない支援の提供体制の強化 

⑤犯罪被害者等のための制度の拡充等 

の５つの取組を実施することとされた。 

このうち、①については、「民事訴訟における損害賠償額も見据えて、

算定方法を見直すことによる給付水準の大幅な引上げ」に関して検討を

行うこととされた。本検討会は、この検討課題について検討するため開

催されたものであり、計 10 回にわたり、各構成員の間で議論を重ねて

きた。 

本取りまとめは、検討会における議論の結果を取りまとめたものであ

る。 
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２ 議論の経過 

 

(1) 犯罪被害者等が置かれた現状について 

犯罪被害は、犯罪被害者等に様々な影響・困難をもたらすものであ

る。例えば、犯罪被害に遭ったことで被害者本人の収入が途絶えるほ

か、家族が仕事を続けることができなくなったり、様々な出費を強い

られたりするなど、犯罪被害は、犯罪被害者自身や犯罪被害者遺族（以

下「遺族」という。）に生活上の負担を強いるものである。 

もとより、犯罪により生じた損害について、第一義的責任を負うの

は加害者であるが、実際には加害者からの損害賠償は十分に受けられ

ていない現状にある。 

本検討会では、こうした犯罪被害者等が置かれている現状に対して、

特に国からの経済的支援について、現行の犯罪被害給付制度（以下「現

行制度」という。）の見直しができないか、現行制度にとらわれるこ

となく新たな経済的支援について考えられないかなどの点について

の議論を行った。 

 

(2) 具体的な議論の経過 

本検討会においては、まず、現行制度の性格や、現行制度が参考に

している他の公的な給付、補償等に関する制度（以下「公的給付等制

度」という。）の内容を確認した上で、どのような見直しが考えられ

るか、構成員間で自由に討議を行った。 

この議論においては、 

○ 幼いこどもなど犯罪被害者に収入がない場合における遺族給付

金の支給額が低いなどの課題があり、現行制度の算定方法の見直し

による引上げを検討する余地があるのではないか 

○ 他の公的給付等制度の支給水準にとらわれることなく、犯罪被害

者等に対する給付独自の算定方法にしてもよいのではないか 

○ 被害の回復という観点からは、犯罪被害者等に対する経済的支援

の水準は民事訴訟における損害賠償額があるべき姿ではないか 

○ 民事訴訟における損害賠償額を考えたときに、犯罪被害給付制度

で対応が可能なのか。制度の趣旨を踏まえた議論が必要であり、新
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制度の創設が必要なのではないか 

○ 犯罪被害給付制度の改善で対応可能なものと、法改正など制度そ

のものの見直しを要するものとを分けて議論することが必要では

ないか 

○ 給付額の見直しを行い、必要な方に十分な給付をすることは喫緊

の課題であり、まずはこれに取り組むべきではないか 

など、「民事訴訟における損害賠償額も見据えて、算定方法を見直す

ことによる給付水準の大幅な引上げ」の在り方や議論の進め方につい

て、様々な意見があった。 

  その中でも、給付額の引上げにより犯罪被害者等に対する支援をよ

り充実させるべきことは本検討会における共通認識であったことか

ら、まずは、現行制度の見直しにより給付額の早期の引上げを図るこ

とができるか議論した上で、必ずしも現行制度にとらわれることなく、

制度の性格を含めた経済的支援の在り方についての議論を行った。 

前者の議論については、具体的な見直しの方向性について取りまと

めに至った（「３ 犯罪被害給付制度の見直しに関する提言」（ｐ４～

９）参照）一方で、後者の議論については、犯罪被害者等に対する支

援をより充実したものとすることができないか議論を重ねたところ

であるが、社会保障等の様々な制度や国家財政にも関わる事柄でもあ

り、本検討会としては結論が得られず、課題として残された（「４ 残

された課題」（ｐ10～19）参照）。 

  また、民事訴訟における損害賠償の考え方を確認した上で議論を行

うため、第５回の検討会において、民法・民事訴訟の専門家として、

山田俊雄東京都立大学法科大学院教授（当時）からのヒアリングを実

施した（ヒアリング結果の概要については、参考資料５（ｐ28）参照）。 
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３ 犯罪被害給付制度の見直しに関する提言 

 

(1) 現行の犯罪被害給付制度の性格1 

現行制度においては、「犯罪行為により不慮の死を遂げた者の遺族

又は重傷病を負い若しくは障害が残つた者の犯罪被害等を早期に軽

減するとともに、これらの者が再び平穏な生活を営むことができるよ

う支援するため」（犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等

の支援に関する法律（昭和 55 年法律第 36 号。以下「支援法」という。）

第１条）に犯罪被害者等給付金を支給することとされている。 

 もとより、犯罪により生じた損害について、第一義的責任を負うの

は加害者であることから、犯罪被害者等給付金はこの支援法の目的の

下、いわゆる社会連帯共助の精神により、一般財源を引き当てにして

支給がなされている。 

 犯罪被害者等給付金の算定方法や給付水準については、このような

制度の性質を踏まえて、他の公的給付等制度との調和・均衡が図られ

た形で存立しており、犯罪被害者等に対する支援を充実させるために

累次の拡充を経て、現在に至るまで制度が運用されてきているもので

ある。 

 

(2) 早期に解消すべき課題 

 現行制度においては、遺族給付金の支給額は遺族給付基礎額に倍数

を乗じることで算出されている。 

遺族給付基礎額の算定に当たっては、犯罪被害者本人の収入を基礎

としつつ、収入がない場合にも一定の給付額が確保されるよう最低額

が設けられている。遺族給付基礎額の最低額は、犯罪被害者が生計を

維持していた遺族がなく、かつ、犯罪被害者が 20 歳未満である場合

の 3,200 円となっている。 

したがって、犯罪被害によって幼いこどもを亡くした両親に対して

遺族給付金が支給されるような事例における給付額が制度上最も低

くなっており、具体的な給付額は 320 万円となっている。 

                        
1 本項目は、現行制度が現在どのような考え方を採っているのかを記したものである。 
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このような現行制度の現状に対しては、 

課題① 収入がある犯罪被害者と比べて、幼いこども等の犯罪被害者

に収入がない場合の遺族に対する給付額が十分ではない 

課題② 犯罪被害によって亡くなった方自身の収入が途絶えること

以外にも、残された遺族が精神的ショック等から十分に就労で

きなくなることや、様々な犯罪被害に関連した支出により、経

済的に大きな打撃を受けるということがあり、遺族に対する支

援をより充実したものとするためには、犯罪被害者の収入のみ

を基礎とする給付額の算定を見直す必要がある 

と考えられる。 

 実際に、警察庁が犯罪被害者支援に当たっている複数の警察部内の

カウンセラーに対して遺族が置かれた状況についての聞き取り調査

をしたところ、家族が犯罪被害により死亡したことによる精神的ショ

ックから、３年以上の長期にわたり遺族自身が就労できなくなった事

例など、犯罪被害により遺族が就労不能に陥っているという実態が明

らかになっており2、就労不能となっている期間は、約半数の事例で１

年半以上の長期にわたっている3。 

 このような課題に対しては、前記(1)の現行制度の性格を変えるこ

となく、速やかに見直しを図ることが必要であり、可能な限り迅速に

犯罪被害者等に対する給付が充実したものとなるよう、必要な措置を

講じることが求められる。 

 

(3) 提言 

ア 提言の内容 

 前記(2)の２つの課題に対しては、前記(1)の現行制度の性格を前

提として、第７回の検討会において取りまとめられた「犯罪被害給

付制度の見直し骨子」（参考資料４（ｐ27）参照）及び次のⅠからⅢ

                        
2  この点、構成員から、家族で事業を営んでいるような場合に、夫が犯罪被害に遭った

ことで事業が継続できなくなり、結果として妻などの家族も仕事を失ってしまうなど、

犯罪被害の実態として、就労不能に陥る原因は精神的ショックに限られない旨の紹介が

あった。 
3  第４回「犯罪被害給付制度の抜本的強化に関する有識者検討会」資料３参照。 
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までの３つの方向性により、速やかな制度の見直しが図られるべき

である4。 

 

Ⅰ．遺族給付金の支給最低額の一律引上げ 

 これまで、犯罪被害者等給付金の支給額については累次の引上げ

が図られてきており、特に、犯罪被害者に生計を維持する家族がい

る場合の支援の充実が図られてきた。 

一方で、課題①のとおり、犯罪被害者に収入がない場合における

遺族に対する給付額が低い水準にとどまっている現状にあること

から、課題①を解消するための方策として、生計維持関係遺族がな

い場合であっても、少なくとも、他の公的給付等制度において遺族

に当たる方が受給できる最低額を下回る部分については、これと同

程度の水準にまで、遺族給付金の支給最低額を引き上げるべきであ

る。 

 なお、この支給最低額の引上げによって、引上げ後の支給最低額

が現在一定の年齢層ごとに定められている支給最高額をも上回る

こととなる場合には、当然、当該最高額についても引上げ後の支給

最低額と同じ金額にまで引き上げることとするべきである。 

 

Ⅱ．遺族自身に生じる影響を踏まえた遺族給付金の支給額の増額 

現行制度における遺族給付金は、犯罪被害者本人の収入を基礎に

算定されている。労働者災害補償保険制度等の他の公的給付等制度

も類似の算定式を採っており、また、残された遺族に対する経済的

支援という観点からは、犯罪被害者が亡くなったことによって当該

犯罪被害者が得ていた収入が得られなくなってしまうことを踏ま

えると、このような算定の考え方自体には合理性が認められる。 

一方で、課題②のとおり、遺族には、犯罪被害者が亡くなったこ

とによる収入の途絶以外にも、犯罪被害に起因する様々な生活上の

                        
4  本提言に基づく見直しを過去に犯罪被害を受けた方に対して遡及することができるか

など、過去の犯罪被害により現在も困難な状況にある犯罪被害者等に対する支援につい

ても議論があった。（「４ 残された課題」中「(5) 過去の犯罪被害により現在も困難

な状況にある犯罪被害者等に対する支援について」（ｐ18）参照） 
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経済的負担が生じていることから、このことを踏まえた遺族給付金

の支給額の増額が図られるべきである。 

ただし、犯罪被害により遺族が仕事を続けられなくなるといった

場合だけではなく、残された家族を養うために無理をおして働き続

ける場合もあるなど、犯罪被害によって遺族が置かれる状況は様々

である中で、休業した方に追加的な給付をするような制度とすると、

無理をおしてまで仕事を継続したような方に給付することができ

なくなってしまい適当ではない。また、速やかに給付することが可

能な制度とする必要があるほか、給付額の多寡で精神的ショックの

程度が評価されるかのような制度はふさわしくない。 

したがって、他の制度との均衡にも配意しつつ、画一的な基準に

よって対象・金額を定め、遺族給付金の支給額の増額を図るべきで

ある。具体的には、遺族給付基礎額に一定額を加算するなど、犯罪

被害者の収入の多寡や生計維持の有無にかかわらず、配偶者、子又

は父母が遺族給付金を受給する場合には遺族給付金の支給額を増

額することとするべきである。 

 

Ⅲ．休業加算額及び障害給付金の支給最低額の一律引上げ 

前記Ⅰのとおり、遺族給付金の支給最低額を他の公的給付等制度

の給付水準を参考に引き上げることに伴い、遺族給付金と同様に犯

罪被害者の収入を基礎としつつ最低額を設けている重傷病給付金

における休業加算額及び障害給付金についても、他の公的給付等制

度より低い給付水準となっている部分については、引上げを図るべ

きである。 

 

 

このほか、「犯罪被害者等施策の一層の推進について」においては、

仮給付制度の運用改善についても取り組むこととされており、警察庁

から各都道府県警察に対して仮給付の更なる推進に係る通達が発出

されたことから、犯罪被害者等の迅速な救済が図られるよう本通達に

よる取組が推進される必要がある。 
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イ 提言に基づく見直しにより期待される効果 

次頁の【図１】は、令和４年度に裁定された遺族給付金について、

生計維持関係遺族のない場合における遺族給付基礎額の状況を示

したもの、【図２】は、生計維持関係遺族のある場合における遺族

給付基礎額の状況を示したものである。 

【図１】のとおり、生計維持関係遺族のない場合について、遺族

給付基礎額が制度上の最低額として算定されている事例が多いこ

とを踏まえれば、Ⅰの見直しにより支給最低額が引き上げられるこ

とで、実給付額の増加に直接的に寄与することが期待される。 

また、Ⅱの見直しは、生計維持関係遺族の有無にかかわらず（す

なわち、【図１】の場合も【図２】の場合いずれについても）配偶

者、子又は父母が受給する場合には給付額が増額されるものである。 

したがって、本提言に基づく現行制度の見直しにより、実給付額

ベースでの給付水準の引上げにつながり、困難な状況に置かれた犯

罪被害者等に対する支援がより一層充実したものとなることが期

待される。 
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【図１】生計維持関係遺族のない場合の遺族給付基礎額の状況（令和４年度） 

（注）実線は遺族給付基礎額の制度上の最低額を示し、点線は最高額を示す。図中

の●は遺族給付基礎額の制度上の最低額での算定事例、○は最高額での算定

事例、▲は最低額から最高額までの間での算定事例である。 

【図２】生計維持関係遺族のある場合の遺族給付基礎額の状況（令和４年度） 

（注）実線は遺族給付基礎額の制度上の最低額を示し、点線は最高額を示す。図中

の●は遺族給付基礎額の制度上の最低額での算定事例、○は最高額での算定

事例、▲は最低額から最高額までの間での算定事例である。 
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４ 残された課題 

 

犯罪被害者や遺族には犯罪被害を原因とする様々な経済上の負担が

あることや、加害者から損害賠償を十分に受けることができていない現

状について、どのような損害回復・経済的支援等の取組ができるのか、

あらゆる選択肢を排除することなく検討することが必要であり、また、

国の各行政機関や地方公共団体の施策全体を通じて、犯罪被害者等の損

害回復・経済的支援等への取組を行うべきことは、本検討会における一

致した認識である。 

これに対しては、前記３の提言に沿った現行制度の見直しにより、一

定の改善が期待されるところではあるが、そのほかにも、現行制度の算

定式を前提としつつも個別の項目について見直しが考えられるのでは

ないか、犯罪被害者等が民事訴訟で取得した債務名義に基づいて、加害

者の犯罪被害者等に対する損害賠償債務を国が犯罪被害者等に立て替

えて支払った上で、国が加害者に対して求償するいわゆる「立替払制度」

などの新たな制度が考えられないのかなどの議論があったところであ

る。 

それぞれについて、課題や更に議論を尽くすべき事柄についての意見

もあったほか、犯罪被害者等の損害回復・経済的支援等の取組を考える

に当たって必要となる様々な視点も示されたことから、以下においてこ

れらの議論を整理する。 

 

 (1) 現行の犯罪被害給付制度の算定式の各構成要素を見直すことによ

る給付額の引上げについて 

ア 係数、倍数、給付基礎額等の見直しによる給付額の引上げ 

遺族給付金及び障害給付金の算定方法については、現在の算定式

を前提としつつも、 

○ 異なる制度であれば、算定の考え方は異なってしかるべきであ

り、他の公的給付等制度の考え方にとらわれるのは不合理ではな

いか。犯罪被害給付制度の成立以降、これまでに判明した犯罪被

害の実態に応じた固有の計算方式があってしかるべきではない

か。現行制度の考え方から見直す余地があるのではないか 
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○ 各給付基礎額の算出に用いる収入日額に乗じる 0.7 や 0.8 と

いった係数は、犯罪被害者支援の観点からは合理性を欠くのでは

ないか 

○ 現在の倍数についても、犯罪被害によって長期にわたって経済

的困難に直面することがあることを踏まえて見直すなど、犯罪被

害者支援の観点から引き上げることができないか 

○ 倍数については、公害健康被害補償制度や労働者災害補償保険

制度を参照して設定されているが、異なる複数の制度を参照する

ことは合理性を欠くのではないか 

○ 給付基礎額の最低額・最高額について、更なる見直しができな

いか。特に生計維持関係遺族のない場合は、年齢層で分ける合理

性が乏しいのではないか 

○ 給付基礎額の算定に当たって、賞与を含めることができないか。

直近の収入以外を算定することができないか 

など、更なる見直しを検討する余地があるのではないかとの意見が

あった。 

一方で、 

○ 財源と給付水準の観点から、保険料等による財源の裏付けがあ

る他の公的給付等制度の支給水準を、一般財源に基づく給付制度

という現行の仕組みを変更することなくして超えることができ

るのか。他の公的給付等制度との違いを合理的に説明ができるの

か 

○ 犯罪被害者等に対する支援が必要であることは言うまでもな

いが、他の原因により被害を受けた方以上の給付になることによ

って、公的救済を必要とする方々の間の対立を生むことにならな

いように配意が必要ではないか 

などの意見もあった。 

イ その他 

給付額の引上げに直接関わらない意見として、生計維持関係遺族
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の要件5について、現行制度は労働者災害補償保険制度等の他の公

的給付等制度における年金支給対象を参照したものであるところ、

夫と妻の間の男女差について見直すことはできないのか、子が生計

維持関係遺族と認定される年齢について、例えば 20 歳にするなど

引上げはできないのかなど、見直しを検討してはどうかとする意見

があった。一方で、夫と妻の間の男女差については、年金制度にお

いても議論があるところであるが、公的給付等制度間のバランスを

考えると、年金制度以上に手厚い制度とできるのか、などの意見も

あった。 

また、犯罪被害者等給付金の全部又は一部を支給しないこととす

る場合について、平成 29 年に開催された「犯罪被害給付制度に関

する有識者検討会」において個別の事例検討を経た上で提言がなさ

れ、一定の見直しが図られているところ、民事訴訟における損害賠

償の考え方を参照するなど見直しを検討するべきではないかとの

意見や、親族関係が破綻関係にあるときは支給することができるな

ど制度上の手当はある中で、支援の現場において親族間犯罪は一律

に不支給となるかのような制度教示がなされないような配慮をし

てほしいとの意見があった。 

 

(2) 「立替払」について 

   損害回復・経済的支援の在り方に関して、 

○ 犯罪被害者等に生じている被害の回復をすることを目的として

考えるべきであり、その回復すべき被害として、民事上の損害を基

本に考えるべきではないか 

○ 犯罪被害者等が長期間にわたり、苦労して債務名義を得たとして

も、実際に加害者から賠償を受けることができていないことから、

                        
5  犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律施行令（昭和 55

年政令第 287 号）第６条第２項により、①妻（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関

係と同様の事情にあつた者を含む。）、②六十歳以上の夫(婚姻の届出をしていないが、事

実上婚姻関係と同様の事情にあつた者を含む。)、父母又は祖父母、③十八歳未満の子又は

孫、④十八歳未満又は六十歳以上の兄弟姉妹、⑤前三号に該当しない夫、子、父母、孫、

祖父母又は兄弟姉妹で、国家公安委員会規則で定める障害の状態にあるもの、とされてい

る。 
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「立替払」を考える必要がある。なお、債務名義を得られない場合

には、別の制度を設けて手当てする必要がある 

○ 国が直接損害賠償責任を負うわけではないが、基本法の基本理念

を踏まえれば、犯罪被害については特別に、加害者の一義的な責任

を前提として国が「立替払」するという責務があると観念すること

ができるのではないか 

○ 「立替払」をすべきであると考える背景にある国の責任としては、

犯罪から国民を守るべき治安責任があるということと、加害者を刑

務所に収容することで、民事上の責任を果たさせる機会を国が奪っ

ているということがあるのではないか。また、加害者に責任がある

からこそ、国が「立替払」をした上で、国が犯罪被害者等に代わっ

て加害者の民事上の責任を追及するべきではないか。犯罪被害者等

が有する損害賠償債権については、他の債権とは区別して検討する

理由があるのではないか 

など、「立替払」を検討すべきであるとの意見やその前提となる国の

責任や債務名義を得ても加害者から賠償を受けられていない現状に

関する意見があった。 

一方で、 

○ 少なくとも、「立替払」をしなければ許されないという意味での

「責任」が国にあるというわけではないということは言えるのでは

ないか。その上で、「立替払」を制度として考えるときに、その背景

にある考え方・根拠を、基本法をもとにした観念的な意味での「責

任」があるというだけでは説明できていないのではないか。「立替

払」という制度設計であったとしても、賠償責任がない国がなぜ民

事上の賠償額そのものを支払うこととなるのかの説明が必要では

ないか 

○ 様々な被害原因がある中でなぜ犯罪被害についてのみ損害額を

国が「立て替える」こととなるのか、履行を得られない債権の中で

なぜ特定の犯罪被害に係る損害賠償債権のみを国が「立て替える」

こととなるのか、といった点について、どのように整理するのか、

基本法の理念だけでは説明しきれないのではないか 

○ 財源の観点からは、一般に、税を財源とする場合、給付に対価性・
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牽連性はないこととなり、また、限りある財源の中で給付要件や給

付水準を考えることとなり、さらに、公平性の観点も重要となるが、

国が税により損害額を「立て替える」という制度をどう考えればよ

いのか 

など、「立替払」という制度が具体的にどのような性質を持つものな

のか、どのような理論的背景・根拠の下で成り立つものなのかといっ

た点について意見もあった。 

また、 

○ 「責任」という言葉は多義的であり、どのような意味で用いられ

ているのか、注意が必要なものである 

との意見もあった。 

この議論に関連して、 

○ 「立替払」であれ、犯罪被害給付制度であれ、いかなる経済的支

援制度をとったとしても、加害者の責任が減じられるわけではなく、

また、加害者にそのように感じさせてはならない 

○ 加害者がその損害賠償責任を果たしていないにもかかわらず、刑

期を満了したことで、「罪を償った」と思わせることがあってよい

のか。加害者の更生は、犯罪被害者等に対する賠償も行われてこそ

果たされるものであり、作業報奨金をより積極的に賠償に充てさせ

るべきではないか 

など、加害者の民事責任を全うさせることの重要性や矯正の在り方に

関わる意見があった。 

 

(3) 損害回復・経済的支援の在り方について 

前記(1)と(2)の双方に関連するものとして、本検討会においては

「民事訴訟における損害賠償額も見据えた給付水準の大幅な引上げ」

を検討課題としている中で、犯罪被害者等に対する経済的支援のある

べき姿についても様々な議論があった。 

具体的には、 

○ 犯罪被害者等に生じている被害の回復をすることを目的として

考えるべきであり、財政事情や国民の理解といった観点から、上限

額を設けることはあり得るが、その回復すべき被害として、民事上
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の損害が基本に考えられるべきではないか 

○ 損害を填補することは、負の状態をゼロの状態にしているに過ぎ

ないため、他の公的給付等と比べて「手厚い」「手厚くない」という

議論ではないのではないか 

など、特に民事上の損害を基本に考えることが損害回復・経済的支援

のあるべき姿ではないかとする意見があった。 

一方で、 

○ 慰謝料も民事上の損害賠償の一部ではあるものの、加害行為の悪

質性も含めて様々な事情を考慮して定まるものである。「損害」と

言っても、民事上の損害には、経済的な損失として具体的に算出で

きるものから、様々な事情が総合考慮されて決まる慰謝料まであり、

犯罪被害者等に対する行政からの経済的支援を考えるに当たって、

民事上の損害をそのまま参照することが適切なのか 

○ 犯罪被害者等に対する支援を充実させていくということを、国か

らの金銭給付による経済的支援制度の有り様という観点から考え

ると、被害原因にかかわらず利用できる社会保障制度がベースとし

てある中で、被害原因によって各種の給付制度が設けられており、

その全体の中での犯罪被害者等に対する経済的支援の在り方や内

容を考えることが必要であり、制度の合理性に対する説明と結びつ

く形で具体的に犯罪被害特有の事情を説明することができるかと

いう視点が欠かせない。また、給付（補償）内容と財源は無関係で

はなく、財源の違いから来る給付（補償）の違いにも配慮しなけれ

ばならない 

○ 支援を必要とする方に必要な支援をすることは当然のことでは

あり、犯罪被害が与える影響や犯罪被害給付制度の目的や性格に照

らして考える必要はあるが、社会保障分野で議論があるように、金

銭給付による支援を制度として考える場合には、自立の意欲をかえ

ってそぐような制度設計になってはいないか、制度の濫用を生じる

おそれはないかといった点にも配意が必要ではないか 

など、経済的支援を考える際に民事上の損害を参照することの妥当性

や、財政的支出を伴う制度としての位置付け等に関する意見もあった。 

また、 

15



 

○ 犯罪被害者等が受けた被害の回復に向けた支援施策については、

国、地方公共団体等の様々な主体による施策全体を通して考えてい

く必要がある 

との意見もあった。 

 

(4) 財源について 

犯罪被害者等に対する経済的支援に関する財源については、平成18

年から 19 年まで開催された「経済的支援に関する検討会」などにお

いても、 

○ 既存の罰金の活用 

○ 有罪判決を受けた者に対する課徴金等の賦課 

○ 保険料等の徴収 

などのアイデアが示されてきたが、いずれについても課題があるとさ

れたところである（過去の議論については、参考資料６（ｐ29～50）

参照）。 

本検討会においては、総論的な議論として、 

○ 財源が確保できなければ制度が絵に描いた餅に終わってしまう

ため、財源面も含めて制度設計を考えることが必要不可欠である。

財源について議論しておくことが、結果的に犯罪被害者等に対する

支援を充実させることにもつながる 

との意見があった。 

 また、財源の在り方に関しては、 

○ 新たな財源について様々な課題があることなどを考えると、一般

財源で考えていくのがよいのではないか 

などの意見があった一方で、 

○ 公的給付等による救済を必要とする方々が様々いることを考え

ると、一般財源を引き当てる形で犯罪被害者等に対する経済的支援

の水準を上げていくということは、国民負担の水準と公的給付等の

水準をともに上げていくといった、国の在り方そのものを変えるよ

うな議論に他ならないものだという認識が必要ではないか 

などの意見があった。 

 さらに、財源として考え得る個別のアイデアに関しては、 
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○ 既存の罰金を活用することについては、罰金の対象者と経済的支

援制度の対象との間にずれがあるほか、一般財源に組み入れられて

おり、他の施策とパイを食い合うという状況となるため、現実的な

議論ではないのではないか 

○ 有罪判決を受けた者に対して課徴金等を賦課することについて

は、結局、加害者に資力がないということに端を発しているとする

と、方法論として意味あるものにできるのか。むしろ、資力がある

加害者には損害賠償責任を果たさせるべく、執行を強化することの

方が大事ではないか 

○ 外国では罰金、課徴金等を財源としている国もあるが、犯罪被害

者等に対する補償・給付のためだけの財源となっているわけではな

く、広く犯罪被害者支援全般に使われているものであり、このこと

を踏まえた議論も必要ではないか 

○ 犯罪被害者保険制度を作ることについては、理論的には考えられ

るものの、国民の理解が得られるのか。広く保険料を徴収するもの

であることから、保険給付の対象が現行の犯罪被害給付制度の対象

と同様でよいのか、財産犯はどう考えるのか、といった論点もある

のではないか 

○ 外国には刑務作業の収益・報酬の一部を充当し犯罪被害者補償の

ための基金を作った例もある 

○ 犯罪被害者支援に用いる財源の調達のために、現在地方財政資金

の調達に資するために用いられている宝くじを、犯罪被害者週間に

あわせて発売するなどはできないのか 

などの意見があった。 

 このほか、 

○ 既存の各公的給付等制度の在り方と比較した議論や、財政の専門

家等の知見も必要であり、本検討会では、財源の在り方について十

分に議論することはできないのではないか 

  との意見もあった。 
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(5) 過去の犯罪被害により現在も困難な状況にある犯罪被害者等に対

する支援について 

過去の犯罪被害により現在も困難な状況にある犯罪被害者等に対

しては、 

○ 一定年限を限ったとしても、提言に基づく見直しを遡及適用でき

ないのか 

○ オウム真理教犯罪被害者等を救済するための給付金の支給に関

する法律など、過去の犯罪被害に対する給付を行った例が参考にな

らないか 

など、提言に基づく見直しを遡及適用すべきだとの意見があった。 

一方で、 

○ 現行制度は特定された個別の犯罪被害を対象としたものではな

いことから、遡及適用することは難しいのではないか 

○ 遡及適用する場合、いつの時点まで遡るかということについて、

公平性の確保が難しいことや、法制度や行政事務が不安定となるな

どといった懸念がある 

など、現行制度下での見直しを遡及適用するべきではないとの意見が

あった。 

 本提言に基づく見直しを遡及適用することが難しいとしても、過去

の犯罪被害により現在も困難な状況にある犯罪被害者等に対する支

援をどのように考えるかということについても議論があり、 

○ 例えば、犯罪被害に起因するうつ病等の精神疾患や精神的不調に

よって、犯罪被害から時間がたっても就労ができず、経済的な困難

が続いているような事例がある。一般の社会保障制度以外の救済に

ついても議論が必要である 

との意見があり、これに対しては、 

○ 金銭給付だけではなく、どのような寄り添い支援ができるのかを

考えることも必要ではないか 

○ 一つの支援制度だけではなく、様々な支援によって全体としてカ

バーすべきではないか 

などの意見があった。 
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本検討会では、必ずしも現行制度にとらわれることなく、制度の性格

を含めた経済的支援の在り方について議論を重ねたが、加害者に一義的

な責任がある中で国の責務・役割をどう考えるか、財源をはじめ、公的

な給付制度・社会保障制度等の中で、給付水準や国民負担との関係をど

う考えるかなど、国家財政や社会保障等の様々な制度にも関わるもので

あり、一致した結論を得るに至らず、課題として残されたものである。 
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５ おわりに 

 

犯罪被害者等は、犯罪被害に起因する様々な影響を受け、経済的に

も様々な困難に直面しており、また、加害者からの損害賠償を十分に

受けることができない現状にある。この犯罪被害者等が置かれた現状

に対しては、その状況に思いを致しながら真摯に向き合い、基本法の

基本理念にのっとって、あらゆる選択肢を排除することなく採り得る

方策について検討がなされる必要がある。 

 

(1) 提言について 

まずは犯罪被害給付制度について速やかに見直しを図り、早期に犯

罪被害者等に対する経済的支援を充実させることが求められる。具体

的には、遺族給付金の支給最低額の一律引上げ、遺族自身に生じる影

響を踏まえた遺族給付金の支給額の増額並びに休業加算額及び障害

給付金の支給最低額の一律引上げについて速やかに実現されるべき

である。遺族給付基礎額が制度上の最低額として算定されている事例

が多いことを踏まえると、この見直しにより、実給付額の底上げにつ

ながり、また、給付水準全体の引上げも図られることで、犯罪被害給

付制度が犯罪被害者等の被害の軽減により一層資するものとなるこ

とが期待される。 

 

(2) 残された課題について 

本提言に基づく犯罪被害給付制度の見直しにより、犯罪被害者等の

被害の軽減により一層資することとなるところではあるが、犯罪被害

者等が置かれた状況を踏まえて、その生活に対する支援を更に充実さ

せるという観点から、更なる犯罪被害給付制度の見直しを考えること

ができないかについて議論があった。これに対しては、財源の違いに

よる給付水準の違いを含め、公的給付等制度全体のバランスをどう考

えるか、公的給付等を必要とする方の間での対立を生まないかといっ

た課題や視点も示された。 

加えて、犯罪被害者等が加害者から損害賠償を十分に受けることが

できていない現実に向き合わなければならないことも、本検討会とし
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て一致した認識である。基本法の前文にもうたわれているとおり、犯

罪により生じた損害を賠償することについて、もとより加害者に一義

的な責任があることは前提であり、今後の議論においても出発点とな

るものである。国が加害者に代わって損害を立て替えて支払い、国が

加害者に対して求償する制度が考えられないかとの意見も、同様に加

害者に一義的な責任があることを前提としているものではあるが、一

方で、その根拠となる制度趣旨をどう考えればよいのか、国はいかな

る性質の責任を負っており、加害者の責任との関係はどうなるのかな

どの課題も指摘されており、加害者に一義的な責任があるからこそ、

国が損害を立て替えることを法的に根拠付ける困難さについての意

見もあった。 

本検討会での議論全体を通じて、刑事施設で刑に服している間の損

害賠償責任の履行をどのように考えるのか、矯正の在り方は今のまま

でよいのかなど、加害者本人の責任の履行に関する意見もあった。 

そもそもの経済的支援のあるべき姿についても、民事上の損害を基

本に考えるべきであるとの意見があった一方で、算定の方法や考慮要

素などを考えると、必ずしも経済的支援の内容を考える際に民事上の

損害を参照すべきとは言えないのではないかとの意見もあった。 

また、犯罪被害者等に対する経済的支援を考える場合には、財政的

支出を伴う制度である以上、その財源について議論することも必要と

なるとの指摘とともに、現在は税負担に基づく一般財源によっている

ところ、これを継続するという考え方のほか、有罪判決を受けた者か

ら賦課金を徴収することや保険料を広く徴収することなど、新たな財

源についてのアイデアも示された。 

このほか、社会保障制度等の被害原因にかかわらず利用可能な制度

との関係をどう考えるか、国、地方公共団体等による各種支援が全体

として効果的なものとなっているかなど、犯罪被害者等に対する支援

全体の捉え方、検討の視点についても示されたところである。こうし

た点については、「地方における途切れない支援の提供体制の強化に

関する有識者検討会」で議論されているところであるが、犯罪被害に

特化していないものも含めて、国、地方公共団体等が行っている犯罪

被害者等が利用できる支援施策が十分に活用されているのかどうか、
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そのための体制が支援の現場である地方公共団体等に整っているか

という視点も重要である。 

 

これらの議論を踏まえると、加害者の損害賠償責任をいかにして履

行させるかということを含め、犯罪被害者等の損害を回復し、犯罪被

害者等を経済的に支援するための取組（以下「損害回復・経済的支援

等への取組」という。）の在り方については、本検討会における議論

で示されたような様々な観点から検討する必要がある。 

この点、そもそも損害回復・経済的支援等への取組については、第

４次犯罪被害者等基本計画において重点項目の一つに掲げられ、「も

とより、犯罪等により生じた損害について、第一義的責任を負うのは

加害者であるが、犯罪被害者等からは、加害者の損害賠償責任が果た

されず、十分な賠償を受けることができないことに対する不満の声が

寄せられている。犯罪被害者等が直面している経済的な困難を打開す

るため、加害者の損害賠償責任の実現に向けて必要な検討等を行うと

ともに、犯罪被害者等支援を目的とした制度以外の制度や民間の取組

等の活用推進も含め、犯罪被害者等の損害を回復し、犯罪被害者等を

経済的に支援するための取組を行わなければならない」とされている。 

損害回復・経済的支援等への取組については、その財源も含め、広

く国民の理解が得られるよう努めながら、犯罪被害者等施策推進会議

の下で犯罪被害者等基本計画に盛り込むべき事項の検討並びに施策

の実施状況の検証、評価及び監視の補佐を行う基本計画策定・推進専

門委員等会議での議論を中心として、刑事、民事、社会保障、財政等

の様々な専門分野からの視点も踏まえて、犯罪被害者等施策に関係す

る府省庁が連携し、政府全体として引き続き検討すべきである。 
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○第１回（令和５年８月７日） 

・犯罪被害給付制度の概要について 

・自由討議 
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・自由討議 

 

○第３回（令和５年 10 月 16 日） 

・関連する制度についての説明（協力援助者災害給付制度、自動車損害賠償責

任保険制度） 

・自由討議 

 

○第４回（令和５年 11 月 13 日） 

・「①給付基礎額等の見直し」について 

 

○第５回（令和５年 12 月 18 日） 

・現行制度の性格を前提とした見直しの方向性 

・専門家からのヒアリング（東京都立大学法科大学院山田俊雄教授） 

 

○第６回（令和６年１月 15 日） 

・討議（制度の性格と共に検討することが必要な事柄について） 

 

○第７回（令和６年２月５日） 

・犯罪被害給付制度の見直し骨子（案）について 

・討議（経済的支援の在り方に関する論点について） 

 

○第８回（令和６年３月１日） 

・取りまとめ（構成案）について 

・引き続き議論が必要な各論点について 

 

○第９回（令和６年３月 18 日） 

・取りまとめ（素案）について 

 

○第 10 回（令和６年４月 16 日） 

・提言を踏まえた犯罪被害給付制度の見直しの概要について 

・取りまとめ（案）について 
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民法・民事訴訟の専門家からのヒアリング結果概要 

１ 損害賠償に関する基本的な事項 

(1) 損害賠償を確定するための手続と法的効果 

○ 裁判における確定判決、裁判における和解が成立した場合の和解調書、調停

における調停調書は債務名義と呼ばれ、強制執行は債務名義に基づいて可能と

なる。このほか、損害賠償命令も債務名義となり得る。 

○ 示談（裁判外の和解）による示談書は債務名義としての効力を有しない。 

(2) 損害賠償債権の時効 

○ 不法行為による損害賠償債権は、被害者が損害及び加害者を知った時から３

年間（人の生命又は身体を害する不法行為の場合は５年間）行使しないとき、

又は、不法行為の時から 20 年間行使しないときに時効によって消滅する。 

○ これらの期間内に裁判上の請求をすれば時効の完成は猶予され、確定判決が

得られれば、確定時から改めて時効の進行が開始される（時効の更新）。新たな

時効期間は 10 年となる。 

(3) 損害賠償の実現に向けての手続 

○ 債務名義を取得した被害者は、強制執行手続を利用して、債権の回収を図る。 

○ 加害者の財産を把握する制度としては、民事執行法が定める財産開示手続及

び第三者からの情報取得手続がある。 

 

２ 具体的な損害賠償の内容 

(1) 損害賠償の内容 

○ 不法行為があった場合となかった場合との財産状態の差を金銭で表示したも

のが損害であるとする差額説が一般的な考え方。 

○ 裁判所は、被害者が主張する損害について、当事者から提出された証拠に基

づき、その有無を認定することになる。 

○ 損害は、大きく分けると積極損害、消極損害、慰謝料に分類することができ

る。損害の範囲については、類型化されているものもあるが、争いがある場合

には、個別事情の下で相当因果関係のある損害かどうかを認定することになる

と思われる。慰謝料は、被害者の事情・加害者の事情等の様々な事情の総合考

慮により裁判所の裁量で決まり、加害行為の悪質性も考慮され得る。 

 (2) 民事裁判における実態 

○ 受刑者を被告とする損害賠償請求訴訟では、受刑者が争わず、被害者が主張

する損害額全部がそのまま認められるという事例がある。  

○ 加害者からの弁済が全く期待できないようなケースでは、訴訟を起こしても、

費用倒れに終わってしまうので、訴訟をあきらめるケースもあるのではないか。 

○ 債務不履行に基づく損害賠償や貸金請求などでは、相手方の資力に不安があ

るため、長期分割より、少ない金額の一時金で和解する例がある。 

 

３ 損害賠償金額を国が支払うこととした場合の論点 

○ 被害者が民事上の損害額そのものを国に請求できるような制度とする場合、国

が実体法上の支払義務を負う制度となるが、なぜ国が、犯罪被害についてのみそ

のような債務を負うこととなるのかという制度趣旨を説明できるかに課題がある。

立替払の場合も、国の責任が二次的なものと位置付けるものだが、国が実体法上

の支払義務を有することになることに変わりはないため、同様である。 

○ 制度にするとなると、財政の問題もあり、また、国からの支援を必要とする他

の分野との関係をどう考えるかも課題となる。 
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全
と

秩
序

の
維

持
に

か
か

わ
る

、
そ

う
い

う
意

味
の

犯
罪

対
策

、
法

秩
序

へ
の

不
信

感
を

除
去

す
る

と
い

う
…

…
犯

罪
対

策
が

制
度

の
根

幹
に

横
た

わ
っ

て
お

る
と

思
い

ま
す

。
 

○
 

昭
和

5
5

年
３

月
2

6
日

 
(衆

)地
方

行
政

委
員

会
・

法
務

委
員

会
連

合
審

査
会

・
中

平
警

察
庁

刑
事

局
長

 

 
た

だ
い

ま
申

し
上

げ
ま

し
た

よ
う

に
、

国
に

は
一

般
的

に
は

犯
罪

を
防

止
す

る
責

任
が

あ
る

わ
け

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

し
か

し
、

で
は

、
直

ち
に

犯
罪

が
起

こ
っ

た
か

ら
す

べ
て

国
に

法
的

な
責

任
が

あ
る

か
と

い
う

こ
と

に
な

る
と

、
そ

う
い

う
こ

と
で

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

そ
う

い
う

立
場

を
と

っ
て

い
る

国
は

世
界

の
ど

こ
に

も
、

ほ
と

ん
ど

と
い

っ
て

い
い

く
ら

い
な

い
わ

け
で

あ
り

ま
す

。
い

ま
申

し
上

げ
ま

し
た

よ
う

に
、

犯
罪

の
被

害
と

い
う

も
の

を
社

会
全

体
で

放
置

し
て

お
く

べ
き

で
な

い
、

そ
う

い
う

一
種

の
連

帯
共

助
の

精
神

に
基

づ
い

て
給

付
金

を
支

給
す

る
、

こ
う

い

う
考

え
方

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

○
 

昭
和

5
5

年
３

月
2

6
日

 
(衆

)地
方

行
政

委
員

会
・

法
務

委
員

会
連

合
審

査
会

・
中

平
警

察
庁

刑
事

局
長

 

 
…

…
給

付
の

水
準

を
い

か
よ

う
に

す
る

か
と

い
う

こ
と

は
大

変
む

ず
か

し
い

問
題

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

こ
の

制
度

と
い

う
の

は
本

来
、

加
害

者
側

が
て

ん
補

す
べ

き
損

害
に

つ
き

ま
し

て
全

額
を

公
費

で
負

担
し

支
給

し
よ

う
と

い
う

、
き

わ
め

て
例

外
的

な
制

度
で

あ
る

わ
け

で
ご

ざ
い

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
損

害
賠

償
そ

の
も

の
で

ご
ざ

い
ま

す
自

動
車

損
害

賠
償

責
任

の
場

合
と

比
較

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

損
害

賠
償

責
任

を
根

底
に

置
い

た
原

因
者

負
担

が
あ

る
他

の
公

的
な

給
付

制
度

、
公

害
健

康
被

害
補

償
な

ど
を

上
回

る
水

準
と

す
る

こ
と

は
、

現
行

の
体

系
の

中
で

は
困

難
で

ご
ざ

い
ま

す
し

、
ま

た
、

積
極

的
に

社
会

公
共

の
た

め
に

尽
力

し
た

結
果

被
害

を
受

け
ら

れ
た

、
警

察
官

の
職

務
に

協
力

援
助

し
た

者
の

災
害

給
付

を
上

回
る

こ
と

も
ま

た
適

当
で

な
い

、
こ

う
い

う
ふ

う
に

考
え

て
お

る
わ

け
で

ご
ざ

い
ま

す
。

こ
う

い
う

こ
と

を
勘

案
し

た
上

で
被

害
者

の
救

済
に

で
き

る
だ

け
効

果
の

あ
る

額
と

す
る

、
こ

う
い

う
こ

と
で

決
め

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

次
第

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
７

月
2

6
日

 
第

５
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

 
 

い
ず

れ
に

し
て

も
制

度
設

計
、

例
え

ば
給

付
で

あ
る

と
か

サ
ー

ビ
ス

を
誰

が
受

け
る

か
と

い
う

こ
と

、
そ

れ
か

ら
サ

ー
ビ

ス
給

付
の

内
容

を
ど

う
す

る
か

と
か

、
そ

の
水

準
を

ど
う

設
定

す
る

か

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
一

つ
は

結
局

今
の

情
勢

の
も

と
で

は
財

源
調

達
を

ど
う

す
る

か
と

い
う

こ
と

に
非

常
に

大
き

く
左

右
さ

れ
ま

す
。

と
に

か
く

財
源

が
見

つ
か

ら
な

い
こ

と
に

は
、

給
付

水
準

の
維

持
と

い
う

こ
と

は
難

し
い

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

し
、

新
た

に
給

付
を

つ
く

る
と

い
う

こ
と

も
極

め
て

困
難

で
あ

る
と

い
う

、
そ

う
い

う
状

況
に

な
り

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、

も
う

一
つ

は
同

じ
論

点
に

つ
い

て
言

え
ば

、
社

会
保

障
制

度
の

場
合

、
ど

う
し

て
も

モ
ラ

ル
ハ

ザ
ー

ド
が

発
生

し
や

す
い

と
い

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
簡

単
な

例
を

挙
げ

ま
す

と
、

非
常

に
寛

容
な

給
付

を
つ

く
り

ま
す

と
、

給
付

の
過

剰
消

費
が

生
じ

ま
し

て
財

源
を

圧
迫

す
る

と
い

う
、

そ
う

い
う

事
態

に
な

り
ま

す
。

こ
れ

は
現

実
に

幾
つ

か
の

例
を

簡
単

に
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

わ
け

で
あ

り
ま

し
て

、
例

え
ば

老
人

医
療

制
度

と
い

う
の

が
あ

り
ま

す
が

、
か

つ
て

は
こ

れ
は

高
齢

者
の

方
が

病
院

に
行

き
ま

す
と

自
己

負
担

が
な

か
っ

た
わ

け
で

す
ね

。
そ

の
結

果
、

何
が

起
き

た
か

と
い

う
と

、

33



2 

 

高
齢

者
の

方
は

ど
ん

ど
ん

病
院

に
行

く
よ

う
に

な
っ

て
、

老
人

医
療

制
度

の
財

政
が

結
局

破
綻

し
か

ね
な

い
と

い
う

、
そ

う
い

う
状

況
が

生
じ

た
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

…
…

そ
れ

か
ら

、
給

付
に

つ
い

て
は

内
容

、
水

準
を

ど
う

す
る

か
と

い
う

こ
と

で
あ

り
ま

す
が

、
い

ず
れ

に
し

て
も

財
政

と
の

緊
張

関
係

と
い

う
の

が
常

に
あ

る
と

い
う

こ
と

と
、

そ
れ

か
ら

ど
う

し
て

も
モ

ラ
ル

ハ
ザ

ー
ド

が
発

生
し

や
す

い
と

い
う

こ
と

が
あ

る
の

で
、

制
度

設
計

す
る

際
に

は
そ

こ
を

あ
る

程
度

見
込

ま
な

く
て

は
い

け
な

い
と

。
受

給
者

が
そ

れ
ほ

ど
多

く
な

け
れ

ば
あ

ま
り

問
題

に
な

ら
な

い
で

す
が

、
結

構
な

数
に

な
る

と
い

う
と

モ
ラ

ル
ハ

ザ
ー

ド
が

起
き

る
と

、
制

度
そ

の
も

の
の

存
続

が
危

う
く

な
っ

て
し

ま
う

と
い

う
こ

と
が

あ
る

の
で

、
そ

こ
を

考
え

な
き

ゃ
い

け
な

い
と

い
う

こ
と

と
、

長
期

的
給

付
に

つ
い

て
は

か
な

り
慎

重
な

検
討

を
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
ろ

う
か

と
思

い
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
白

井
弁

護
士

 

社
会

を
構

成
す

る
人

間
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

被
害

で
あ

る
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

は
、

そ
の

社
会

そ
の

も
の

が
そ

の
人

間
の

行
為

を
防

止
す

る
責

任
と

い
う

の
は

や
は

り
自

然
災

害
の

場

合
と

は
違

っ
た

特
別

の
そ

れ
を

防
止

す
る

責
任

と
い

う
も

の
は

国
に

あ
る

の
で

は
な

い
か

、
あ

る
い

は
社

会
に

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
ふ

う
に

私
は

思
う

わ
け

で
す

。
そ

の
場

合
に

、
そ

れ
を

十
分

に
防

止
で

き
な

く
て

被
害

を
発

生
を

許
し

て
し

ま
っ

た
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

は
や

は
り

そ
こ

に
国

の
責

任
と

い
う

も
の

が
や

は
り

ど
う

し
て

も
関

わ
っ

て
く

る
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

責
任

の
法

的
な

性
質

に
つ

い
て

損
害

賠
償

的
な

意
味

で
の

い
わ

ゆ
る

民
事

的
な

あ
る

い
は

国
家

賠
償

的
な

損
害

賠
償

的
な

意
味

で
の

責
任

と
い

う
と

こ
ろ

ま
で

は
直

ち
に

は
い

か
な

い
に

し
て

も
、

や
は

り
そ

う
い

う
社

会
自

体
が

そ
う

い
う

も
の

を
許

し
て

し
ま

っ
た

責
任

を
国

が
社

会
に

代
わ

っ
て

そ
の

責
任

を
負

っ
て

い
く

ん
だ

と
い

う
、

あ
る

意
味

で
は

国
に

責
任

が
あ

る
と

い
う

そ
う

い
う

こ
と

は
あ

る
の

で
は

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
そ

れ
と

も
う

１
つ

は
、

や
は

り
連

帯
共

助
と

い
っ

た
場

合
に

、
見

舞
金

で
も

連
帯

共
助

じ
ゃ

な
い

か
と

い
え

ば
、

極
端

な
こ

と
を

言
え

ば
そ

う
い

う
こ

と
と

も
受

け
取

れ
る

わ
け

で
す

が
、

連
帯

共
助

と
い

う
場

合
の

や
は

り
犯

罪
と

い
う

も
の

が
も

ち
ろ

ん
第

一
に

は
加

害
者

個
人

の
責

任
で

は
あ

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

は
り

そ
う

い
う

も
の

を
犯

罪
そ

の
も

の
が

社
会

を
基

盤
と

し
て

生
ま

れ
て

来
る

も
の

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
、

し
か

も
い

つ
何

時
だ

れ
が

被
害

に
遭

っ
て

も
お

か
し

く
な

い
と

い
う

状
況

に
あ

る
と

い
う

こ
と

が
基

本
計

画
で

も
言

わ
れ

て
い

る
わ

け
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
う

い
う

中
で

た
ま

た
ま

Ａ
さ

ん
に

被
害

が
生

じ
て

し
ま

っ
た

、
そ

の
生

じ
て

し
ま

っ
た

被
害

を
Ａ

さ
ん

一
人

の
負

担
に

任
せ

て
し

ま
っ

て
い

い
ん

だ
ろ

う
か

と
い

う
こ

と
で

。
や

は
り

そ
う

い
う

場
合

に
は

社
会

全
体

で
被

害
の

負
担

と
い

う
も

の
を

公
平

に
分

担
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
。

道
端

を
Ａ

さ
ん

と
Ｂ

さ
ん

が
歩

い
て

い
て

た
ま

た
ま

Ａ
さ

ん
だ

け
が

殴
ら

れ
て

し
ま

っ
た

け
れ

ど
も

、
あ

る
い

は
Ｂ

さ
ん

が
殴

ら
れ

る
可

能
性

だ
っ

て
あ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

と
い

う
よ

う
な

事
件

は
た

く
さ

ん
あ

る
わ

け
で

、
そ

う
い

う
よ

う
な

意
味

で
損

害
の

公
平

な
分

担
と

い
い

ま
す

か
、

社
会

全
体

で
被

害
を

負
担

し
て

い
く

ん
だ

と
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

う
考

え
に

基
づ

い
て

、
そ

れ
を

国
と

い
う

レ
ベ

ル
で

考
え

た
と

き
に

そ
の

負
担

と
い

う
も

の
も

公
平

に
考

え
て

い
く

と
い

う
ふ

う
に

し
た

場
合

に
、

一
般

財
源

の
方

か
ら

補
償

と
い

う
も

の
を

し
て

い
っ

て
も

決
し

て
お

か
し

く
は

な
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
よ

う
な

そ
う

し
た

考
え

も
出

て
く

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

。
 や

は
り

基
本

法
が

こ
の

よ
う

に
う

た
っ

た
根

本
的

な
前

提
と

し
て

は
そ

う
い

う
い

ろ
い

ろ
な

面
で

の
国

の
責

任
と

い
う

こ
と

が
あ

っ
て

、
そ

れ
を

基
本

法
で

法
定

化
し

た
と

い
う

ふ
う

に
考

え
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

し
た

が
っ

て
、

こ
こ

で
の

作
業

と
し

て
は

基
本

法
を

前
提

に
し

て
考

え
て

い
け

ば
い

い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
ふ

う
に

私
は

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
瀬

川
同

志
社

大
学

法
学

部
教

授
 

社
会

の
責

任
と

国
の

責
任

と
い

う
こ

と
を

言
う

わ
け

で
す

け
れ

ど
も

、
私

は
刑

事
政

策
と

い
う

分
野

も
専

攻
し

て
い

ま
す

の
で

、
そ

の
点

か
ら

言
い

ま
す

と
、

例
え

ば
殺

人
事

件
が

起
こ

っ
た

り

あ
る

い
は

傷
害

事
件

が
起

こ
っ

た
と

き
に

、
そ

れ
は

社
会

や
国

の
責

任
だ

と
い

う
場

合
は

確
か

に
あ

る
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

一
般

論
的

に
そ

う
い

う
言

い
方

が
す

べ
て

で
き

る
の

か
と

い
う

と
私

は
で

き
な

い
と

思
い

ま
す

。
犯

罪
原

因
と

い
う

の
は

さ
ま

ざ
ま

な
も

の
が

考
え

ら
れ

ま
す

の
で

、
原

因
を

集
約

し
て

社
会

の
責

任
な

ん
だ

、
国

の
責

任
な

ん
だ

な
ど

と
い

う
形

で
言

え
る

の
か

と
い

う
こ

と
で

す
ね

。
こ

の
点

は
慎

重
に

議
論

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
特

に
、

も
し

そ
う

い
う

形
で

社
会

の
責

任
で

あ
り

国
の

責
任

で
あ

る
と

言
い

切
っ

て
し

ま
う

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
例

え
ば

刑
事

裁
判

を
し

て
犯

罪
者

を
処

罰
す

る
こ

と
自

体
意

味
が

な
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

に
な

り
か

ね
ま

せ
ん

の
で

、
そ

う
い

う
意

味
で

非
常

に
気

を
つ

け
て

議
論

す
べ

き
だ

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、

治
安

政
策

の
観

点
か

ら
、

社
会

の
責

任
だ

国
の

責
任

だ
と

い
っ

た
場

合
に

そ
う

い
う

形
で

議
論

が
進

め
ば

い
わ

ゆ
る

治
安

政
策

全
体

が
非

常
に

厳
し

く
な

る
と

い
い
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ま
す

か
、

市
民

的
な

自
由

と
い

う
の

は
非

常
に

奪
わ

れ
て

し
ま

う
わ

け
で

す
か

ら
、

超
監

視
社

会
と

な
る

恐
れ

も
あ

る
わ

け
で

。
や

は
り

自
由

主
義

的
な

発
想

と
い

う
か

そ
う

い
う

も
の

も
残

し
て

お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

あ
ま

り
抽

象
的

に
、

そ
う

い
う

形
で

の
ど

こ
ど

こ
の

責
任

と
い

う
議

論
は

や
は

り
慎

む
べ

き
だ

と
い

う
ふ

う
に

私
は

考
え

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
1

1
月

2
4

日
 

第
９

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

岩
村

東
京

大
学

大
学

院
法

学
政

治
学

研
究

科
教

授
 

 
 

既
に

申
し

上
げ

た
と

お
り

だ
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

や
は

り
今

回
こ

う
い

う
形

で
議

論
を

し
て

も
し

実
を

結
べ

ば
、

従
来

の
犯

給
法

に
比

べ
る

と
多

分
補

償
が

手
厚

く
な

る
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

の
で

。
そ

う
す

る
と

ど
う

し
て

も
や

は
り

例
え

ば
経

済
的

支
援

と
い

う
も

の
に

対
し

て
の

依
存

度
と

い
う

の
が

高
ま

る
可

能
性

が
あ

っ
て

、
そ

こ
か

ら
モ

ラ
ル

ハ
ザ

ー
ド

と
い

う
の

が
ど

う
し

て
も

起
き

て
く

る
と

い
う

こ
と

は
あ

る
程

度
起

こ
る

の
か

な
と

。
特

に
、

傷
病

の
療

養
を

理
由

と
す

る
休

業
に

関
す

る
所

得
保

障
給

付
に

つ
い

て
は

モ
ラ

ル
ハ

ザ
ー

ド
が

起
き

や
す

い
。

そ
れ

か
ら

、
そ

れ
は

実
は

被
害

者
の

方
だ

け
で

は
な

く
て

、
例

え
ば

恐
ら

く
問

題
と

し
て

あ
る

の
は

医
療

だ
ろ

う
と

い
う

気
は

し
て

い
る

ん
で

す
ね

。
医

療
で

例
え

ば
全

く
自

己
負

担

な
し

に
す

る
と

、
こ

れ
は

被
害

者
の

方
も

そ
う

な
ん

で
す

が
、

医
療

機
関

が
モ

ラ
ル

ハ
ザ

ー
ド

を
起

こ
す

ん
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

そ
の

辺
の

と
こ

ろ
を

ど
う

い
う

ふ
う

に
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
か

と
い

う
こ

と
も

や
は

り
考

え
て

お
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

の
か

な
と

。
経

済
的

支
援

と
の

関
係

で
言

う
と

、
や

は
り

座
長

も
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
よ

う
に

、
被

害
者

の
方

の
で

き
る

だ
け

早
期

の
経

済
的

な
自

立
と

い
う

も
の

に
ど

う
や

っ
て

結
び

つ
け

て
い

く
か

と
い

う
こ

と
を

う
ま

く
組

み
合

わ
せ

る
と

い
う

こ
と

を
考

え
る

こ
と

に
よ

っ
て

モ
ラ

ル
ハ

ザ
ー

ド
の

問
題

と
い

う
の

は
支

援

へ
の

依
存

と
い

う
問

題
か

ら
は

あ
る

程
度

対
策

は
考

え
ら

れ
る

ん
だ

ろ
う

と
い

う
よ

う
に

は
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
。

今
、

瀬
川

先
生

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

に
、

や
は

り
制

度
を

拡
充

す
る

と
ど

う
し

て
も

そ
の

問
題

と
い

う
の

は
出

て
く

る
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
の

で
、

や
は

り
ち

ょ
っ

と
検

討
を

き
ち

っ
と

し
て

お
い

た
方

が
い

い
の

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

 

 
 

 

○
 

平
成

1
8

年
1

2
月

2
0

日
 

第
1

0
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
佐

々
木

帝
京

大
学

教
授

、
弁

護
士

 
お

お
む

ね
私

は
座

長
私

案
で

よ
ろ

し
い

か
と

思
っ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
岩

村
構

成
員

が
お

っ
し

ゃ
っ

た
よ

う
に

、
基

本
的

に
は

余
り

ど
う

い
う

言
葉

す
る

か
で

変
わ

っ
て

は
こ

な
い

か

も
し

れ
な

い
と

思
う

ん
で

す
。

白
井

構
成

員
が

言
わ

れ
る

補
償

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
座

長
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

に
犯

罪
に

い
ろ

い
ろ

な
種

類
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

確
か

に
国

が
補

償
し

な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

ダ
イ

レ
ク

ト
に

補
償

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

よ
う

な
犯

罪
類

型
も

あ
る

か
と

思
え

ば
、

典
型

的
な

家
族

内
の

犯
罪

と
か

、
今

白
井

構
成

員
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

な
通

り
す

が
り

の
犯

罪
で

あ
れ

ば
、

ま
だ

国
が

補
償

す
べ

き
で

ぴ
た

っ
と

塗
る

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
男

女
間

の
も

つ
れ

か
ら

き
た

事
件

と
か

、
本

当
に

個
人

ベ
ー

ス
の

事
件

で
あ

れ
ば

、
本

来
加

害
者

が
賠

償
す

べ
き

と
い

う
の

が
当

然
で

あ
っ

て
、

恐
ら

く
社

会
も

そ
の

よ
う

に
受

け
と

め
や

す
い

も
の

を
国

が
な

ぜ
補

償
す

る
と

い
う

形
に

な
る

の
か

と
い

う
理

論
的

な
構

成
と

い
う

の

が
、

例
え

賠
償

と
比

べ
る

と
補

償
と

い
う

の
は

ち
ょ

っ
と

も
う

一
つ

あ
い

ま
い

な
言

葉
で

あ
る

と
は

い
え

、
何

と
な

く
し

っ
く

り
こ

な
い

か
な

と
い

う
感

じ
も

い
た

し
ま

す
。

  
 

権
利

で
あ

る
と

い
う

と
こ

ろ
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
基

本
法

が
う

た
っ

た
と

い
う

の
は

大
事

な
こ

と
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
の

権
利

を
具

現
す

る
方

法
と

し
て

支
援

で
あ

る
か

、
補

償
で

あ
る

か
と

い
う

言
葉

よ
り

も
、

実
際

は
ど

こ
ま

で
の

範
囲

で
給

付
を

認
め

る
か

、
ど

の
程

度
の

額
を

認
め

る
か

、
そ

れ
か

ら
そ

れ
を

ど
う

い
う

ふ
う

に
給

付
受

け
れ

る
手

続
を

容
易

化
し

て
い

く
か

と

か
、

そ
れ

は
ど

う
い

う
ふ

う
に

継
続

的
に

出
さ

れ
る

か
と

か
、

自
立

と
い

う
ふ

う
に

自
立

で
終

わ
っ

ち
ゃ

え
ば

も
う

い
い

の
か

み
た

い
な

よ
う

な
と

こ
ろ

も
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

し
、

と
は

い
え

財
源

も
無

限
に

あ
る

わ
け

で
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

の
で

、
ほ

か
い

ろ
い

ろ
ほ

し
い

と
言

わ
れ

る
方

が
お

ら
れ

る
の

で
、

そ
れ

と
の

調
整

も
ご

ざ
い

ま
す

し
、

ど
う

い
う

と
こ

ろ
で

折
り

合
い

を
つ

け
て

い
く

か
と

い
う

と
こ

ろ
で

ご
ざ

い
ま

し
て

、
入

り
口

で
す

か
ら

確
か

に
こ

こ
で

余
り

に
も

時
間

と
ら

れ
る

と
い

う
の

も
何

だ
と

思
い

ま
す

の
で

、
一

応
こ

の
程

度
で

意
見

を
述

べ
さ

せ
て

い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

○
 

平
成

1
8

年
1

2
月

2
0

日
 

第
1

0
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
飛

鳥
井

(公
財

)東
京

都
医

学
研

究
機

構
東

京
都

精
神

医
学

総
合

研
究

所
参

事
研

究
員

 

補
償

と
い

う
こ

と
が

法
的

に
ど

の
程

度
の

意
義

を
持

つ
の

か
と

い
う

こ
と

は
わ

か
ら

な
い

ん
で

す
が

、
補

償
と

い
う

言
葉

が
入

っ
て

、
そ

れ
は

も
う

い
わ

ゆ
る

国
家

責
任

説
、

い
わ

ゆ
る

犯
罪

が
起

こ
っ

た
こ

と
そ

の
も

の
に

対
し

て
も

国
家

責
任

説
で

あ
る

と
い

っ
た

よ
う

な
考

え
方

で
す

と
、

ち
ょ

っ
と

そ
れ

に
つ

い
て

は
疑

問
を

感
じ

る
意

見
も

多
い

ん
で

は
な

い
か

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て
は

お
り

ま
す

。
そ

こ
の

と
こ

ろ
へ

の
あ

い
ま

い
さ

を
余

り
含

ま
な

い
方

が
い

い
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

一
つ

は
考

え
ま

し
た

。
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○
 

平
成

2
0

年
３

月
2

8
日

 
(衆

)内
閣

委
員

会
・

泉
国

家
公

安
委

員
会

委
員

長
 

 
こ

の
法

律
、

犯
給

法
に

流
れ

て
お

り
ま

す
考

え
方

と
い

う
の

は
、

先
ほ

ど
も

少
し

御
説

明
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
本

来
、

加
害

者
が

損
害

を
賠

償
す

べ
き

と
こ

ろ
だ

け
れ

ど
も

、
そ

の
能

力
が

な
い

、
資

力
が

な
い

、
実

効
的

な
損

害
賠

償
が

得
ら

れ
な

い
、

あ
る

い
は

労
災

制
度

な
ど

の
公

的
な

給
付

制
度

で
も

カ
バ

ー
で

き
な

い
、

さ
ら

に
、

加
害

者
の

処
遇

改
善

が
図

ら

れ
て

お
る

一
方

で
被

害
者

に
対

す
る

救
済

制
度

は
不

十
分

で
あ

る
、

こ
う

い
う

こ
と

の
実

態
を

踏
ま

え
て

、
社

会
の

連
帯

共
助

の
精

神
に

基
づ

い
て

、
国

が
給

付
金

を
支

給
し

被
害

者
等

の
被

害
の

軽
減

を
図

る
、

こ
れ

が
一

貫
し

て
こ

の
法

律
の

基
本

に
流

れ
て

き
た

も
の

だ
と

思
っ

て
お

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

2
4

年
1

2
月

1
8

日
 

第
1

0
回

犯
罪

被
害

給
付

制
度

の
拡

充
及

び
新

た
な

補
償

制
度

の
創

設
に

関
す

る
検

討
会

・
松

村
全

国
犯

罪
被

害
者

の
会

（
あ

す
の

会
）

代
表

幹
事

代
行

 

ま
ず

国
に

対
し

て
補

償
を

求
め

る
権

利
が

あ
る

の
か

と
い

う
御

質
問

な
の

で
す

け
れ

ど
も

、
こ

れ
に

つ
い

て
は

た
ま

た
ま

そ
の

犯
罪

被
害

者
が

た
ま

た
ま

犯
罪

被
害

に
遭

っ
て

し
ま

っ
た

と
い

う

こ
と

も
含

め
ま

し
て

…
…

た
ま

た
ま

遭
っ

た
と

い
う

こ
と

と
、

そ
れ

は
ま

た
誰

で
も

な
り

得
る

と
い

う
場

合
に

は
、

そ
の

犯
罪

被
害

者
に

対
し

て
の

請
求

す
る

権
利

を
…

…
は

っ
き

り
認

め
る

べ
き

な
の

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

本
当

に
見

舞
金

的
で

か
わ

い
そ

う
だ

ね
と

い
う

こ
と

で
、

上
か

ら
与

え
る

と
い

う
も

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

。
た

ま
た

ま
運

が
悪

い
か

何
か

で
被

害
者

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
だ

か
ら

、
そ

う
な

っ
た

場
合

に
は

、
国

に
そ

れ
に

対
し

て
補

償
を

し
て

も
ら

う
権

利
が

あ
る

ん
だ

と
い

う
認

識
は

す
べ

き
だ

ろ
う

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

○
 

平
成

2
4

年
1

2
月

1
8

日
 

第
1

0
回

犯
罪

被
害

給
付

制
度

の
拡

充
及

び
新

た
な

補
償

制
度

の
創

設
に

関
す

る
検

討
会

・
黒

澤
(公

財
)犯

罪
被

害
救

援
基

金
常

務
理

事
 

結
局

そ
も

そ
も

論
と

し
て

趣
旨

と
い

い
ま

す
か

、
理

念
と

い
い

ま
す

か
、

そ
こ

を
ど

う
考

え
る

か
と

い
う

こ
と

に
な

る
と

思
う

の
で

す
け

れ
ど

も
、

基
本

法
か

ら
す

れ
ば

今
、

松
村

構
成

員
か

ら

お
話

が
あ

っ
た

、
こ

う
い

っ
た

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

そ
れ

は
大

変
い

い
こ

と
だ

と
思

う
の

で
す

が
、

今
お

話
さ

れ
た

補
償

の
問

題
に

つ
い

て
は

、
理

論
的

に
生

活
保

障
型

の
補

償
制

度
と

な
っ

て
い

る
の

で
す

け
れ

ど
も

、
ど

う
も

響
き

と
し

て
国

に
責

務
が

あ
る

前
提

と
し

て
、

国
は

こ
う

い
う

こ
と

に
お

い
て

責
任

が
あ

る
か

ら
補

償
を

す
る

の
だ

と
い

う
、

特
に

他
の

制
度

全
体

と
の

横
並

び
を

考
え

た
と

き
に

、
そ

こ
ら

辺
の

根
拠

を
き

っ
ち

り
詰

め
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

気
が

い
た

し
ま

す
。

諸
外

国
の

事
例

を
調

べ
た

と
き

に
、

極
端

と
い

う
か

歴
史

的
に

は
そ

う
い

う
経

緯
に

あ
る

か
ら

だ
と

思
い

ま
す

が
、

ド
イ

ツ
で

あ
っ

た
よ

う
に

例
え

ば
犯

罪
を

予
防

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
国

に
は

責
任

が
あ

る
か

ら
、

だ
か

ら
「

補
償

」
は

損
害

を
補

填
す

る
と

い
う

意
味

合
い

で
受

け
る

と
す

れ
ば

、
何

か
そ

う
い

っ
た

根
拠

、
理

屈
が

必
要

だ
…

…
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5 

 (1
) 

原
因
者
負

担
・
責
任
保
険
制
度
を
構
築
す
る
考
え
方
 

２
 
財
源
に
つ
い
て
 

(2
) 

既
存
の
罰

金
を
財
源
と
す
る
考
え
方
 

   

〇
 昭

和
5

5
年

３
月

2
5

日
 

(衆
)地

方
行

政
委

員
会

・
中

平
警

察
庁

刑
事

局
長

 

過
失

の
場

合
に

つ
き

ま
し

て
は

制
度

と
し

て
責

任
保

険
制

度
と

い
う

も
の

が
制

度
論

と
し

て
と

れ
る

わ
け

で
ご

ざ
い

ま
す

。
…

…
し

か
し

、
故

意
に

よ
る

犯
罪

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

と
、

人
殺

し
を

し
た

と
き

に
相

手
方

に
補

償
を

与
え

る
た

め
の

保
険

制
度

と
い

う
も

の
は

、
公

序
良

俗
に

反
し

て
こ

れ
は

制
度

と
し

て
成

り
立

た
な

い
わ

け
で

ご
ざ

い
ま

し
て

…
…

 

○
 平

成
1

9
年

９
月

 
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

最
終

取
り

ま
と

め
 

犯
罪

被
害

等
の

原
因

者
は

犯
罪

者
で

あ
る

と
こ

ろ
、

犯
罪

等
に

よ
る

被
害

に
つ

い
て

第
一

義
的

に
責

任
を

負
う

の
は

、
加

害
者

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

自
動

車
損

害
賠

償
保

障
制

度
の

よ
う

な
責

任

保
険

制
度

が
採

れ
れ

ば
、

そ
れ

に
拠

る
べ

き
と

も
考

え
ら

れ
る

が
、

同
制

度
は

、
誰

も
が

場
合

に
よ

っ
て

は
被

害
の

原
因

者
と

な
り

得
る

こ
と

、
そ

こ
に

原
因

者
集

団
を

観
念

的
に

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

前
提

に
し

て
お

り
、

殺
人

、
傷

害
等

の
故

意
の

犯
罪

行
為

に
つ

い
て

は
、

そ
の

性
質

上
、

事
前

に
原

因
者

と
な

り
得

る
集

団
を

想
定

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
原

因
者

負
担

の
制

度
を

構
築

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
 

【
検

討
し

て
は

ど
う

か
と

す
る

意
見

】
 

○
 

平
成

1
7

年
５

月
2

3
日

 
第

２
回

犯
罪

被
害

者
等

基
本

計
画

検
討

会
・

井
上

東
京

大
学

大
学

院
法

学
政

治
学

研
究

科
教

授
 

（
負

担
者

層
と

被
害

者
層

に
ず

れ
が

あ
る

と
の

意
見

に
対

し
て

）
罰

金
と

い
う

の
は

、
当

該
犯

罪
の

被
害

者
に

対
す

る
賠

償
と

か
、

あ
る

い
は

被
害

者
に

対
し

て
の

謝
罪

金
と

し
て

徴
収

す
る

も

の
で

は
な

い
わ

け
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

罰
金

を
科

す
理

由
と

な
っ

た
犯

罪
と

そ
れ

を
財

源
と

し
て

補
償

金
等

を
被

害
者

に
支

払
う

場
合

の
犯

罪
と

い
う

の
が

必
ず

一
致

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

必
然

性
は

な
い

よ
う

に
思

う
の

で
す

ね
。

 

○
 

平
成

1
8

年
７

月
2

6
日

 
第

５
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

財
源

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
話

に
な

る
と

、
ま

ず
第

一
に

税
財

源
を

使
う

の
か

、
そ

れ
と

も
税

以
外

に
何

か
財

源
を

考
え

る
の

か
と

い
う

の
が

一
つ

の
大

き
な

分
か

れ
目

に
な

り
ま

す
。

税
を

使
う

と
い

う
話

に
な

る
と

、
今

の
財

政
難

の
中

で
ど

こ
か

ら
絞

り
出

す
か

と
い

う
話

で
、

そ
れ

は
結

局
の

と
こ

ろ
根

拠
と

し
て

は
犯

罪
被

害
者

の
補

償
と

い
う

こ
と

で
説

明
は

つ
く

と
思

う
ん

で
す

け

れ
ど

も
、

ど
こ

か
ら

ど
う

い
う

ふ
う

に
し

て
絞

り
出

す
の

か
、

増
税

を
前

提
と

せ
ず

に
一

体
絞

り
出

せ
る

の
か

と
い

う
の

は
、

や
や

悲
観

的
か

な
と

。
あ

と
税

以
外

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
、

多
分

お
話

な
ど

も
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

例
え

ば
罰

金
と

か
、

そ
う

い
っ

た
も

の
を

使
う

の
か

ど
う

か
と

か
、

さ
ら

に
例

え
ば

抽
象

的
に

考
え

て
、

理
念

的
な

レ
ベ

ル
で

考
え

る
と

、
一

種
の

分
担

金
み

た
い

な
形

で
国

民
の

皆
様

か
ら

月
々

1
0
0

円
ず

つ
拠

出
し

て
も

ら
う

と
か

と
い

う
よ

う
な

こ
と

も
理

念
的

に
は

考
え

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

そ
の

場
合

、
一

体
徴

収
を

ど
う

す
る

か
と

か
、

現
実

的
な

こ
と

を
考

え
る

と
、

非
常

に
困

難
が

大
き

い
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

は
思

い
ま

す
。

そ
う

な
る

と
、

選
択

肢
は

あ
ま

り
実

は
新

し
い

財
源

調
達

と
い

っ
て

も
、

選
択

肢
の

幅
と
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6 

 

い
っ

て
も

そ
れ

ほ
ど

実
は

大
き

く
な

い
の

か
な

と
、

と
に

か
く

既
存

の
中

か
ら

絞
り

出
す

か
、

増
税

を
機

会
に

ど
こ

か
か

ら
見

つ
け

て
も

ら
う

か
、

あ
と

は
罰

金
な

り
何

な
り

を
一

つ
の

手
当

と
し

て
考

え
る

か
と

か
、

何
か

そ
う

い
っ

た
も

の
ぐ

ら
い

し
か

現
実

的
に

は
な

い
の

か
な

と
い

う
気

が
し

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
瀬

川
同

志
社

大
学

法
学

部
教

授
 

罰
金

を
財

源
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
…

…
確

か
に

一
般

歳
入

に
入

っ
て

い
た

と
し

て
も

1
,0

0
0

億
と

い
う

ふ
う

に
聞

い
て

お
り

ま
す

の
で

、
１

つ
の

財
源

に
す

る
と

い
う

方
策

と
い

う
の

は
当

然
考

え
る

べ
き

こ
と

だ
と

い
う

ふ
う

に
考

え
ま

す
。

先
ほ

ど
の

理
念

、
 

社
会

連
帯

か
ら

の
共

助
と

い
う

点
か

ら
も

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
飛

鳥
井

(公
財

)東
京

都
医

学
研

究
機

構
東

京
都

精
神

医
学

総
合

研
究

所
参

事
研

究
員

 

罰
金

や
没

収
金

あ
る

い
は

賦
課

金
を

利
用

し
て

は
ど

う
か

と
い

う
よ

う
な

意
見

を
述

べ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

と
い

う
の

は
、

今
の

財
政

状
況

で
は

な
か

な
か

一
般

財
源

を
期

待
す

る
と

い

う
の

は
財

務
省

の
前

で
玉

砕
主

義
で

進
む

よ
う

な
と

こ
ろ

も
あ

る
か

と
思

い
ま

し
て

。
や

は
り

国
民

が
一

番
納

得
す

る
の

は
罰

金
、

没
収

金
、

賦
課

金
と

い
う

よ
う

な
こ

と
だ

と
思

う
ん

で
す

ね
。

確
か

に
三

浦
構

成
員

が
言

わ
れ

た
よ

う
に

、
そ

れ
で

も
本

当
に

入
口

と
出

口
の

も
の

を
考

え
る

と
ズ

レ
は

確
か

に
あ

る
ん

で
す

が
、

ほ
か

の
財

源
は

も
っ

と
ズ

レ
が

あ
る

わ
け

で
あ

り
ま

し
て

、
そ

の
中

で
一

番
相

対
的

に
見

て
ズ

レ
が

少
な

い
の

が
先

ほ
ど

の
罰

金
の

た
ぐ

い
だ

と
思

う
ん

で
す

ね
。

私
も

少
し

伺
っ

た
と

こ
ろ

で
は

、
交

通
反

則
金

な
ど

は
交

通
安

全
対

策
に

…
…

か
な

り
支

出
さ

れ
て

い
る

と
聞

き
ま

す
し

、
具

体
的

に
出

口
と

入
口

を
な

る
べ

く
す

り
合

わ
せ

る
よ

う
な

形
で

使
わ

れ
て

い
る

実
例

も
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

を
考

え
れ

ば
納

得
し

や
す

い
形

で
一

番
使

い
や

す
い

の
は

罰
金

等
の

財
源

で
は

な
い

か
と

い
う

ふ
う

に
考

え
た

次
第

で
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
1

1
月

2
4

日
 

第
９

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

瀬
川

同
志

社
大

学
法

学
部

教
授

 

そ
れ

か
ら

、
罰

金
刑

に
つ

い
て

は
、

極
め

て
大

ざ
っ

ぱ
な

刑
罰

の
歴

史
で

言
え

ば
、

被
害

者
に

も
と

も
と

は
戻

っ
て

い
た

、
い

わ
ば

被
害

者
の

黄
金

時
代

が
か

つ
て

あ
っ

た
。

今
は

国
庫

に
帰

属
す

る
わ

け
で

す
け

れ
ど

も
。

私
の

考
え

方
か

ら
言

え
ば

、
な

ぜ
国

庫
に

帰
属

す
る

の
か

と
い

う
理

由
づ

け
は

果
た

し
て

あ
る

の
か

。
つ

ま
り

、
国

庫
に

帰
属

す
る

合
理

的
根

拠
は

何
な

の
か

と
い

う

こ
と

で
す

。
今

さ
ら

そ
ん

な
こ

と
言

わ
れ

て
も

し
ょ

う
が

な
い

と
お

っ
し

ゃ
る

と
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

罰
金

の
1
,0

0
0

億
に

入
っ

て
い

る
の

か
と

い
う

こ
と

が
や

は
り

再
考

す
べ

き
だ

と
い

う
ふ

う
に

私
は

考
え

て
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

2
4

年
１

月
2

6
日

 
第

５
回

犯
罪

被
害

給
付

制
度

の
拡

充
及

び
新

た
な

補
償

制
度

の
創

設
に

関
す

る
検

討
会

・
瀬

川
同

志
社

大
学

法
学

部
教

授
 

（
冨

田
構

成
員

提
出

：
資

料
１

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

犯
罪

被
害

者
等

に
対

す
る

経
済

的
支

援
制

度
に

つ
い

て
に

対
し

て
）

第
４

点
目

で
す

が
、

私
は

や
や

疑
問

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
と

い
う

の

は
、

罰
金

を
財

源
と

す
る

こ
と

が
我

が
国

の
犯

給
法

の
国

民
の

連
帯

共
助

の
理

念
か

ら
外

れ
る

と
い

う
趣

旨
で

書
い

て
お

ら
れ

ま
す

が
、

余
り

言
い

切
っ

て
し

ま
う

の
も

よ
く

な
い

と
私

は
考

え
て

お
り

ま
す

。
財

源
の

問
題

は
こ

れ
か

ら
出

て
く

る
と

思
い

ま
す

が
、

確
か

に
国

民
の

連
帯

共
助

と
い

う
と

こ
ろ

か
ら

す
る

と
外

れ
る

面
も

あ
る

の
か

分
か

り
ま

せ
ん

け
れ

ど
も

、
外

れ
な

い
と

も
言

え
る

と
思

い
ま

す
。

も
と

も
と

こ
の

理
念

が
出

て
き

た
の

は
、

一
般

財
源

を
前

提
と

し
て

い
ま

す
の

で
、

そ
れ

と
連

携
し

て
い

る
わ

け
で

す
。

こ
う

い
う

理
念

の
中

で
法

律
が

作
ら

れ
た

と
い

う
こ

と
で

す
の

で
、

こ
れ

を
基

に
財

源
の

議
論

が
何

か
閉

ざ
さ

れ
る

と
い

う
の

は
望

ま
し

く
な

い
。

む
し

ろ
財

源
は

こ
れ

か
ら

大
胆

に
考

え
る

余
地

は
あ

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
余

り
こ

こ
で

制
限

的
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
だ

き
た

く
な

い
と

考
え

て
お

り
ま

し
た

。
し

た
が

っ
て

、
特

別
賦

課
金

も
そ

う
で

す
け

れ
ど

も
、

検
討

の
余

地
を

残
し

て
お

い
た

方
が

い
い

の
で

は
な

い
か

と
私

は
考

え
て

お
り

ま
す

。
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【
課

題
を

指
摘

す
る

意
見

】
 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
三

浦
法

務
省

大
臣

官
房

審
議

官
 

 
こ

の
種

の
議

論
を

す
る

と
き

に
税

で
ま

か
な

う
の

か
そ

れ
以

外
の

も
の

な
の

か
、

特
に

話
題

に
の

ぼ
る

も
の

と
し

て
罰

金
は

ど
う

な
の

か
と

い
う

こ
と

が
言

わ
れ

る
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
。

ま
だ

私
ど

も
結

論
を

出
す

状
況

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
が

、
一

般
的

な
考

え
方

と
し

て
ど

う
な

の
か

と
い

う
こ

と
だ

け
若

干
ご

紹
介

し
て

お
き

ま
す

と
、

御
承

知
の

よ
う

に
、

罰
金

は
現

在
は

国
の

一
般

財
源

と
し

て
繰

り
入

れ
ら

れ
て

お
り

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
意

味
で

言
う

と
税

と
一

緒
に

な
っ

て
一

般
歳

入
と

し
て

い
ろ

い
ろ

な
施

策
の

た
め

に
支

出
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ

り
ま

す
。

そ
の

罰
金

を
何

ら
か

犯
罪

被
害

者
の

経
済

的
支

援
と

い
う

特
定

の
支

出
の

た
め

に
使

う
と

い
う

形
で

構
成

し
て

い
く

と
、

現
在

一
般

歳
入

で
行

っ
て

い
る

施
策

の
う

ち
の

一
部

分
を

削
っ

て
そ

ち
ら

に
回

す
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
の

で
、

そ
う

い
う

意
味

で
言

う
と

、
パ

イ
の

中
で

食
い

合
う

と
い

う
性

格
は

い
ず

れ
に

し
て

も
否

め
な

い
の

か
な

と
い

う
感

じ
が

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、

も
う

一
つ

は
、

こ
れ

も
前

の
検

討
会

な
ど

で
も

ご
説

明
し

た
こ

と
が

あ
る

か
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
一

般
に

特
定

の
支

出
の

た
め

に
使

う
財

源
は

い
ろ

い
ろ

な
税

で
あ

り
ま

す
と

か
い

ろ
い

ろ
な

収
入

関
係

で
日

本
の

制
度

の
中

に
も

ご
ざ

い
ま

す
。

通
常

そ
う

い
う

場
合

は
そ

の
支

出
に

よ
っ

て
利

益
を

受
け

る
人

で
あ

る
と

か
、

支
出

の
原

因
に

な
っ

た
人

が
一

定
の

負
担

を
す

る
と

い
う

こ
と

で
、

受
益

者
な

り
あ

る
い

は
原

因
者

が
負

担
を

す
る

と
い

う
関

係
に

あ
る

場
合

が
通

常
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
罰

金
の

場
合

、
現

実
に

ど
う

い
う

人
が

罰
金

を
払

っ
て

い
る

か
と

い
い

ま
す

と
、

か
な

り
の

割
合

、
８

割
ぐ

ら
い

か
と

思
い

ま
す

が
、

い
わ

ゆ
る

道
路

交
通

法
違

反
と

い
う

こ
と

で
、

必
ず

し
も

被
害

者
を

生
ん

で
い

る
犯

罪
者

が
罰

金
を

納
め

て
い

る
わ

け
で

は
な

く
て

、
当

然
殺

人
と

か
傷

害
致

死
、

重
大

な
犯

罪
の

犯
人

と
い

う
の

は
懲

役
と

い
う

形
で

刑
務

所
に

入
っ

て
お

り
ま

す
の

で
罰

金
を

払
っ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
と

い
う

意
味

で
、

原
因

者
と

罰
金

を
払

う
、

納
め

て
い

る
人

間
と

の
間

に
ず

れ
が

あ
る

、
そ

う
い

う
問

題
を

ど
う

考
え

る
か

と
い

っ
た

よ
う

な
こ

と
が

１
つ

の
問

題
か

な
と

い
う

感
じ

が
し

て
お

り
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
9

年
９

月
 

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
最

終
取

り
ま

と
め

 

罰
金

の
特

定
財

源
化

は
、

罰
金

が
既

に
一

般
財

源
と

し
て

運
用

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

を
犯

罪
被

害
者

等
に

関
し

て
だ

け
特

定
財

源
化

す
る

論
拠

を
見

つ
け

出
す

の
は

困
難

で
あ

り
、

ま
た

、
一

般

的
に

特
定

財
源

枠
を

可
能

な
限

り
縮

小
し

て
い

こ
う

と
す

る
国

の
大

方
針

と
逆

行
す

る
感

は
否

め
な

い
。
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 (3
)有

罪
判
決
を
受
け
た
者
か
ら
課
徴
金
等
を
徴
収
す
る
考
え
方
 

【
検

討
し

て
は

ど
う

か
と

す
る

意
見

】
 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
瀬

川
同

志
社

大
学

法
学

部
教

授
 

財
源

と
い

う
の

は
択

一
的

な
も

の
で

は
な

く
て

、
い

ろ
い

ろ
な

と
こ

ろ
か

ら
取

っ
て

き
て

も
い

い
わ

け
で

す
か

ら
。

例
え

ば
前

回
議

論
あ

り
ま

し
た

刑
罰

賦
課

金
、

有
罪

判
決

を
受

け
た

人
か

ら
少

額
を

取
っ

て
１

つ
の

財
源

に
す

る
と

い
う

の
も

１
つ

の
方

策
で

あ
っ

て
、

そ
の

点
は

発
想

の
転

換
を

図
り

、
そ

う
い

う
も

の
を

ぜ
ひ

財
源

に
つ

い
て

は
考

え
て

い
っ

て
は

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て

お
り

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
飛

鳥
井

(公
財

)東
京

都
医

学
研

究
機

構
東

京
都

精
神

医
学

総
合

研
究

所
参

事
研

究
員

 

罰
金

や
没

収
金

あ
る

い
は

賦
課

金
を

利
用

し
て

は
ど

う
か

と
い

う
よ

う
な

意
見

を
述

べ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

と
い

う
の

は
、

今
の

財
政

状
況

で
は

な
か

な
か

一
般

財
源

を
期

待
す

る
と

い

う
の

は
財

務
省

の
前

で
玉

砕
主

義
で

進
む

よ
う

な
と

こ
ろ

も
あ

る
か

と
思

い
ま

し
て

。
や

は
り

国
民

が
一

番
納

得
す

る
の

は
罰

金
、

没
収

金
、

賦
課

金
と

い
う

よ
う

な
こ

と
だ

と
思

う
ん

で
す

ね
。

確
か

に
三

浦
構

成
員

が
言

わ
れ

た
よ

う
に

、
そ

れ
で

も
本

当
に

入
口

と
出

口
の

も
の

を
考

え
る

と
ズ

レ
は

確
か

に
あ

る
ん

で
す

が
、

ほ
か

の
財

源
は

も
っ

と
ズ

レ
が

あ
る

わ
け

で
あ

り
ま

し
て

、
そ

の
中

で
一

番
相

対
的

に
見

て
ズ

レ
が

少
な

い
の

が
先

ほ
ど

の
罰

金
の

た
ぐ

い
だ

と
思

う
ん

で
す

ね
。

私
も

少
し

伺
っ

た
と

こ
ろ

で
は

、
交

通
反

則
金

な
ど

は
交

通
安

全
対

策
に

…
…

か
な

り
支

出
さ

れ
て

い
る

と
聞

き
ま

す
し

、
具

体
的

に
出

口
と

入
口

を
な

る
べ

く
す

り
合

わ
せ

る
よ

う
な

形
で

使
わ

れ
て

い
る

実
例

も
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

を
考

え
れ

ば
納

得
し

や
す

い
形

で
一

番
使

い
や

す
い

の
は

罰
金

等
の

財
源

で
は

な
い

か
と

い
う

ふ
う

に
考

え
た

次
第

で
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
1

1
月

2
4

日
 

第
９

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

瀬
川

同
志

社
大

学
法

学
部

教
授

 

結
論

的
に

言
う

と
、

私
は

こ
れ

は
立

法
的

政
策

の
問

題
で

あ
り

、
ポ

リ
テ

ィ
カ

ル
な

判
断

を
必

要
と

す
る

と
思

い
ま

す
。

現
状

で
は

、
こ

の
検

討
会

で
も

事
実

を
積

み
上

げ
あ

る
い

は
理

論
構

成

を
積

み
上

げ
な

い
と

恐
ら

く
ど

こ
へ

持
っ

て
い

っ
て

も
通

ら
な

い
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

私
は

課
徴

金
制

度
に

賛
成
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
制
度
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
何
か
理
論

的
な
根
拠

あ
る

い
は

さ
っ

き
三

浦
構

成
員

が
言

わ
れ

た
合

理
的

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

す
ね

。
ほ

か
の

類
型

の
被

害
者

を
含

め
て

、
国

民
が

納
得

で
き

る
だ

け
の

そ
う

い
う

合
理

的
な

根
拠

が
必

要
で

は
な

い
か

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
そ

う
い

う
視

点
を

ふ
ま

え
て

、
課

徴
金

制
度

と
い

う
の

を
前

向
き

に
検

討
す

べ
き

だ
と

い
う

ふ
う

に
私

は
思

っ
て

い
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
8

年
1

1
月

2
4

日
 

第
９

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

岩
村

東
京

大
学

大
学

院
法

学
政

治
学

研
究

科
教

授
 

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

課
徴

金
と

い
う

こ
と

な
ん

で
す

が
、

や
や

今
ま

で
使

わ
れ

て
い

る
課

徴
金

と
は

性
格

が
違

っ
て

い
て

、
犯

罪
を

犯
し

た
こ

と
に

対
す

る
課

税
み

た
い

な
何

か
ち

ょ
っ

と
そ

う

い
う

の
に

近
い

イ
メ

ー
ジ

か
な

と
い

う
気

も
す

る
ん

で
す

ね
。

罰
則

で
は

な
い

ん
だ

と
思

う
ん

で
す

が
、

何
か

犯
罪

を
し

た
こ

と
に

よ
っ

て
社

会
に

迷
惑

を
か

け
た

の
で

そ
れ

に
対

し
て

何
か

税
金

か
け

る
み

た
い

な
ち

ょ
っ

と
そ

う
い

う
よ

う
な

色
彩

か
な

と
い

う
気

も
ち

ょ
っ

と
す

る
ん

で
す

が
。

…
…

そ
う

い
う

意
味

で
は

目
的

税
に

近
い

と
い

う
感

じ
の

イ
メ

ー
ジ

が
や

や
あ

る
な

と
い

う
の

と
。

 

○
 

平
成

1
8

年
1

1
月

2
4

日
 

第
９

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

國
松

(公
財

)犯
罪

被
害

救
援

基
金

常
務

理
事

 

 
罰

金
を

使
う

と
か

反
則

金
を

使
う

と
か

そ
れ

も
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
結

局
今

あ
る

や
つ

を
こ

っ
ち

に
移

す
だ

け
と

。
移

す
と

こ
っ

ち
が

減
っ

て
る

わ
け

で
す

よ
。

だ
か

ら
、

そ
う

な
る

と
あ

る
意

味
で

は
取

り
合

い
み

た
い

な
話

に
な

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

、
そ

う
い

う
や

り
方

も
あ

っ
て

、
今

先
ほ

ど
来

か
ら

出
て

ま
す

よ
う

に
、

今
被

疑
者

・
被

告
人

と
い

い
ま

す
か

犯
罪

者
の

方
に

振
っ

40
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て
い

る
お

金
と

い
う

の
は

何
も

そ
の

人
の

た
め

の
利

益
で

は
な

く
て

、
一

般
社

会
の

治
安

維
持

の
た

め
の

広
い

意
味

で
使

う
わ

け
で

あ
り

ま
す

か
ら

、
単

純
に

額
を

比
較

す
る

と
い

う
の

は
で

き
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

た
だ

も
う

少
し

そ
れ

を
被

害
者

の
方

へ
移

し
て

や
る

と
い

う
議

論
が

あ
る

。
そ

れ
は

も
ち

ろ
ん

そ
う

い
う

や
り

方
も

あ
る

ん
で

あ
り

ま
す

が
、

移
す

だ
け

だ
と

こ
っ

ち
が

へ
こ

む
わ

け
で

す
ね

。
そ

れ
だ

っ
た

ら
今

ま
で

に
な

い
新

し
い

課
徴

金
の

よ
う

な
も

の
を

ち
ょ

っ
と

つ
け

て
い

っ
た

ら
ど

う
な

ん
だ

ろ
う

か
と

い
う

の
も

１
つ

の
選

択
肢

だ
と

は
思

う
ん

で
あ

り
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
8

年
1

2
月

2
0

日
 

第
1

0
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

 
既

存
の

財
源

以
外

に
、

新
し

い
財

源
を

何
か

考
え

る
か

と
い

う
の

が
も

う
一

つ
で

あ
り

ま
し

て
、

前
回

、
國

松
座

長
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

な
有

罪
判

決
を

受
け

た
者

か
ら

一
定

の
課

金
を

取
り

上
げ

る
と

い
う

の
も

一
つ

の
ア

イ
デ

ア
と

し
て

あ
る

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

き
ょ

う
伺

っ
た

限
り

で
は

、
や

は
り

従
来

の
課

徴
金

と
は

か
な

り
性

格
が

異
な

る
も

の
で

あ
っ

て
、

一
種

の
目

的
税

的
な

も
の

に
随

分
近

い
も

の
だ

と
い

う
印

象
を

受
け

ま
し

た
の

で
、

こ
れ

も
ま

た
現

在
の

全
体

と
し

て
の

特
別

会
計

な
り

目
的

税
と

い
う

も
の

に
つ

い
て

、
非

常
に

抑
制

的
な

政
治

な
り

財
務

の
あ

り
方

と
の

関
係

で
、

ど
う

し
て

も
衝

突
を

引
き

起
こ

す
と

す
る

と
、

や
は

り
そ

こ
も

突
破

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

話
な

ん
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

い
ず

れ
に

し
て

も
、

先
ほ

ど
瀬

川
委

員
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

に
、

そ
う

い
う

い
わ

ば
突

破
口

を
築

く
だ

け
の

説
得

力
あ

る
構

成
な

り
構

想
と

い
う

の
を

我
々

が
示

せ
る

か
ど

う
か

と
い

う
こ

と
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

2
4

年
１

月
2

6
日

 
第

５
回

犯
罪

被
害

給
付

制
度

の
拡

充
及

び
新

た
な

補
償

制
度

の
創

設
に

関
す

る
検

討
会

・
瀬

川
同

志
社

大
学

法
学

部
教

授
 

 
（

冨
田

構
成

員
提

出
：

資
料

１
ア

メ
リ

カ
に

お
け

る
犯

罪
被

害
者

等
に

対
す

る
経

済
的

支
援

制
度

に
つ

い
て

に
対

し
て

）
第

４
点

目
で

す
が

、
私

は
や

や
疑

問
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

と
い

う
の

は
、

罰
金

を
財

源
と

す
る

こ
と

が
我

が
国

の
犯

給
法

の
国

民
の

連
帯

共
助

の
理

念
か

ら
外

れ
る

と
い

う
趣

旨
で

書
い

て
お

ら
れ

ま
す

が
、

余
り

言
い

切
っ

て
し

ま
う

の
も

よ
く

な
い

と
私

は
考

え
て

お
り

ま
す

。
財

源
の

問
題

は
こ

れ
か

ら
出

て
く

る
と

思
い

ま
す

が
、

確
か

に
国

民
の

連
帯

共
助

と
い

う
と

こ
ろ

か
ら

す
る

と
外

れ
る

面
も

あ
る

の
か

分
か

り
ま

せ
ん

け
れ

ど
も

、
外

れ
な

い
と

も
言

え
る

と
思

い
ま

す
。

も
と

も
と

こ
の

理
念

が
出

て
き

た
の

は
、

一
般

財
源

を
前

提
と

し
て

い
ま

す
の

で
、

そ
れ

と
連

携
し

て
い

る
わ

け
で

す
。

こ
う

い
う

理
念

の
中

で
法

律
が

作
ら

れ
た

と
い

う
こ

と
で

す
の

で
、

こ
れ

を
基

に
財

源
の

議
論

が
何

か
閉

ざ
さ

れ
る

と
い

う
の

は
望

ま
し

く
な

い
。

む
し

ろ
財

源
は

こ
れ

か
ら

大
胆

に
考

え
る

余
地

は
あ

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
余

り
こ

こ
で

制
限

的
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
だ

き
た

く
な

い
と

考
え

て
お

り
ま

し
た

。
し

た
が

っ
て

、
特

別
賦

課
金

も
そ

う
で

す
け

れ
ど

も
、

検
討

の
余

地
を

残
し

て
お

い
た

方
が

い
い

の
で

は
な

い
か

と
私

は
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

 

【
課

題
を

指
摘

す
る

意
見

】
 

○
 

平
成

1
8

年
1

1
月

2
4

日
 

第
９

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

瀬
川

晃
同

志
社

大
学

法
学

部
教

授
 

結
論

的
に

言
う

と
、

私
は

こ
れ

は
立

法
的

政
策

の
問

題
で

あ
り

、
ポ

リ
テ

ィ
カ

ル
な

判
断

を
必

要
と

す
る

と
思

い
ま

す
。

現
状

で
は

、
こ

の
検

討
会

で
も

事
実

を
積

み
上

げ
あ

る
い

は
理

論
構

成

を
積

み
上

げ
な

い
と

恐
ら

く
ど

こ
へ

持
っ

て
い

っ
て

も
通

ら
な

い
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

私
は

課
徴

金
制

度
に

賛
成

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
制

度
を

設
け

る
に

当
た

っ
て

何
か

理
論

的
な

根
拠

あ
る

い
は

さ
っ

き
三

浦
構

成
員

が
言

わ
れ

た
合

理
的

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

す
ね

。
ほ

か
の

類
型

の
被

害
者

を
含

め
て

、
国

民
が

納
得

で
き

る
だ

け
の

そ
う

い
う

合
理

的
な

根
拠

が
必

要
で

は
な

い
か

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
そ

う
い

う
視

点
を

ふ
ま

え
て

、
課

徴
金

制
度

と
い

う
の

を
前

向
き

に
検

討
す

べ
き

だ
と

い
う

ふ
う

に
私

は
思

っ
て

い
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
8

年
1

1
月

2
4

日
 

第
９

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

三
浦

法
務

省
大

臣
官

房
審

議
官

 

 
課

徴
金

に
つ

い
て

は
ど

う
い

う
制

度
か

と
い

う
こ

と
が

ま
ず

前
提

に
な

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

を
考

え
な

い
と

ど
う

す
べ

き
だ

と
い

う
こ

と
が

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
例

え
ば

刑
事

裁
判

で
有

罪
に

な
っ

た
犯

罪
者

に
対

し
て

罰
金

と
は

別
に

何
ら

か
の

お
金

を
納

付
さ

せ
る

と
い

う
も

の
を

仮
に

考
え

た
と

す
る

と
、

そ
の

お
金

の
性

質
の

議
論

も
あ

る
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
い

わ
ゆ

る
損

害
賠
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償
と

か
あ

る
い

は
求

償
と

一
体

ど
う

い
う

関
係

に
な

る
の

か
と

い
う

点
が

問
題

で
は

な
い

か
と

い
う

感
じ

が
し

て
お

り
ま

す
。

要
す

る
に

犯
罪

被
害

者
の

方
に

対
す

る
賠

償
や

救
済

は
本

来
一

義
的

に
は

犯
罪

者
が

被
害

者
の

方
に

損
害

賠
償

と
し

て
支

払
う

べ
き

で
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
国

が
こ

の
新

た
な

制
度

に
よ

っ
て

犯
罪

被
害

者
に

お
金

を
支

出
す

る
と

い
っ

た
場

合
で

も
や

は
り

国
は

そ
の

犯
罪

者
に

対
し

て
求

償
す

る
と

い
う

関
係

に
な

る
、

そ
れ

が
原

則
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

考
え

る
わ

け
で

す
。

そ
う

す
る

と
も

と
も

と
は

犯
罪

者
が

支
出

し
、

犯
罪

者
が

負
担

す
べ

き
お

金
と

い
う

も
の

と
、

そ
れ

と
別

個
に

何
か

お
金

を
徴

収
す

る
と

い
う

の
は

そ
も

そ
も

一
体

ど
う

い
う

関
係

に
な

る
ん

だ
ろ

う
と

い
う

か
あ

た
り

が
理

解
で

き
な

い
と

こ
ろ

が
ご

ざ
い

ま
す

。
 本

来
犯

罪
者

の

側
か

ら
言

え
ば

、
当

該
自

分
の

事
件

の
被

害
者

に
対

し
て

賠
償

す
べ

き
は

当
然

で
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
、

そ
れ

以
外

に
一

般
的

な
被

害
者

救
済

の
た

め
に

一
定

の
制

裁
や

不
利

益
が

課
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
果

た
し

て
合

理
性

が
あ

る
か

と
い

う
問

題
で

も
あ

り
ま

す
。

…
…

 

○
 

平
成

1
8

年
1

2
月

2
0

日
 

第
1

0
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

 
既

存
の

財
源

以
外

に
、

新
し

い
財

源
を

何
か

考
え

る
か

と
い

う
の

が
も

う
一

つ
で

あ
り

ま
し

て
、

前
回

、
國

松
座

長
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

な
有

罪
判

決
を

受
け

た
者

か
ら

一
定

の
課

金
を

取
り

上
げ

る
と

い
う

の
も

一
つ

の
ア

イ
デ

ア
と

し
て

あ
る

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

き
ょ

う
伺

っ
た

限
り

で
は

、
や

は
り

従
来

の
課

徴
金

と
は

か
な

り
性

格
が

異
な

る
も

の
で

あ
っ

て
、

一
種

の
目

的
税

的
な

も
の

に
随

分
近

い
も

の
だ

と
い

う
印

象
を

受
け

ま
し

た
の

で
、

こ
れ

も
ま

た
現

在
の

全
体

と
し

て
の

特
別

会
計

な
り

目
的

税
と

い
う

も
の

に
つ

い
て

、
非

常
に

抑
制

的
な

政
治

な
り

財
務

の
あ

り
方

と
の

関
係

で
、

ど
う

し
て

も
衝

突
を

引
き

起
こ

す
と

す
る

と
、

や
は

り
そ

こ
も

突
破

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

話
な

ん
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

い
ず

れ
に

し
て

も
、

先
ほ

ど
瀬

川
委

員
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

に
、

そ
う

い
う

い
わ

ば
突

破
口

を
築

く
だ

け
の

説
得

力
あ

る
構

成
な

り
構

想
と

い
う

の
を

我
々

が
示

せ
る

か
ど

う
か

と
い

う
こ

と
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
9

年
１

月
1

9
日

 
第

1
1

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

三
浦

法
務

省
大

臣
官

房
審

議
官

 

 
こ

う
い

っ
た

徴
収

金
を

ど
う

い
う

法
的

性
質

の
も

の
と

と
ら

え
る

か
と

い
う

こ
と

に
つ

き
ま

し
て

は
、

い
ろ

い
ろ

な
議

論
が

あ
り

得
る

と
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

我
が

国
の

刑
罰

と
い

い
ま

す
の

は
、

現
在

刑
法

で
死

刑
か

ら
懲

役
、

禁
錮

、
罰

金
、

拘
留

、
科

料
と

い
っ

た
形

で
刑

法
の

中
で

法
定

さ
れ

て
い

ま
す

し
、

ま
た

今
回

の
こ

の
徴

収
金

と
い

う
も

の
が

、
行

わ
れ

た
犯

罪
の

責
任

に
応

じ
て

金
額

が
算

定
さ

れ
る

と
い

う
も

の
で

は
な

い
の

だ
ろ

う
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
い

た
し

ま
す

と
、

こ
の

徴
収

金
は

刑
罰

で
は

な
く

て
、

む
し

ろ
基

金
の

財
源

を
確

保
す

る
と

い
う

行
政

目
的

に
基

づ
く

財
産

上
の

負
担

と
い

う
こ

と
で

は
な

い
か

と
考

え
ら

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
 …

た
だ

、
そ

う
い

う
性

質
の

も
の

で
あ

る
と

い
た

し
ま

す
と

、
犯

罪
被

害
者

の
支

援
、

救
済

の
た

め
の

基
金

の
財

源
を

負
担

す
る

理
由

と
い

た
し

ま
し

て
、

有
罪

判
決

を
受

け
た

と
い

う
こ

と
が

果
た

し
て

合
理

的
な

理
由

に
な

る
の

だ
ろ

う
か

と
い

う
問

題
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

ご
ざ

い
ま

す
。

有

罪
判

決
の

大
半

と
い

い
ま

す
の

は
、

い
わ

ゆ
る

犯
罪

被
害

者
を

生
ま

な
い

特
別

法
犯

、
特

別
法

違
反

の
犯

罪
で

あ
る

と
い

う
こ

と
か

ら
い

た
し

ま
す

と
、

犯
罪

被
害

と
い

う
問

題
に

関
し

ま
し

て

は
、

ま
さ

に
原

因
者

で
も

、
あ

る
い

は
受

益
者

で
も

な
い

と
い

う
者

に
な

る
わ

け
で

あ
り

ま
し

て
、

そ
う

い
う

人
が

そ
の

よ
う

な
一

定
の

行
政

目
的

の
た

め
に

特
別

の
負

担
を

負
う

と
い

う
こ

と
に

合
理

性
が

あ
る

か
と

い
う

と
、

か
な

り
疑

問
が

あ
る

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
こ

う
い

う
理

屈
の

問
題

の
ほ

か
に

、
実

際
上

の
問

題
と

し
て

か
な

り
大

き
な

問
題

が
あ

る
と

い
う

点
を

ご
説

明
い

た
し

ま
す

。
 罰

金
刑

で
あ

り
ま

す
と

か
、

あ
る

い
は

独
禁

法
、

証
取

法
等

の
課

徴
金

は
、

性
質

と
し

て
は

制
裁

と
し

て
課

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

の
制

裁
を

実

現
す

る
こ

と
に

意
味

が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
そ

の
実

現
の

た
め

に
一

定
の

行
政

コ
ス

ト
を

か
け

る
と

い
う

こ
と

も
正

当
化

で
き

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
こ

の
提

案
さ

れ
る

徴
収

金
と

い
う

の
は

、
財

源
の

確
保

が
目

的
で

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

の
徴

収
自

体
に

あ
ま

り
行

政
コ

ス
ト

を
か

け
ら

れ
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

り
ま

す
。

課
さ

れ
た

人
が

任
意

に
徴

収
金

を
支

払
え

ば
、

も
ち

ろ
ん

コ
ス

ト
は

あ
ま

り
か

か
ら

な
い

わ
け

で
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
、

徴
収

金
を

支
払

わ
な

い
場

合
に

、
何

か
不

利
益

が
生

ず
る

か
と

い
う

と
、

例
え

ば
そ

れ
に

よ
っ

て
身

柄
が

拘
束

さ
れ

た
り

、
あ

る
い

は
何

ら
か

の
別

の
行

政
処

分
が

行
わ

れ
る

と
い

う
こ

と
に

な
れ

ば
、

任
意

の
支

払
い

を
確

保
す

る
担

保
に

な
り

得
る

わ
け

で
す

が
、

今
回

の
場

合
、

そ
う

い
う

制
度

が
な

か
な

か
想

定
で

き
な

い
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

例
え

ば
、

罰
金

の
場

合
に

は
そ

の
不

納
付

に
対

し
ま

し
て

労
役

場
留

置
と

い
う

処
分

が
あ

り
ま

し
て

、
身

柄
が

拘
束

さ
れ

る
と

い
う

制
度

が
ご

ざ
い

ま
す

。
そ

う
い

う
制

度
が

存
在

す
る

こ
と

自
体

に
よ

っ
て

、
任

意
の

支
払

い
が

促
進

さ
れ

、
確

保
さ

れ
て

い
る

面
が

ご
ざ

い
ま

す
が

、
徴

収
金

に
つ

い
て

そ
の

よ
う

な
制

度
と

い
う

の
は

な
か

な
か

想
定

し
に

く
い

と
い

う
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
任

意
の

支
払

い
を

担
保

す
る

措
置

が
な

い
場

合
に

は
、

最
終

的
に

は
強

制
執

行
を

行
う

ほ
か

な
い

わ
け

で
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
、

具
体

的
に

ど
う

い
う

ふ
う

に
こ

れ
を

行
う

か
と

い
い

ま
す

と
、

こ
れ

は
徴

収
機

関
に

お
き

ま
し

て
、

相
手

の
所

在
を

捜
査

、
調

査
し

た
り

、
資

産
を

調
査

し
た

上
で

、
手

続
的

に
は

法
務

局
に

依
頼

42
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 (4
) 

幅
広
く
保

険
料
等
を
徴
収
す
る
考
え
方
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
し

て
、

裁
判

所
に

強
制

執
行

の
申

し
立

て
を

す
る

と
い

う
こ

と
に

な
る

わ
け

で
あ

り
ま

し
て

、
恐

ら
く

少
額

の
金

額
を

徴
収

す
る

た
め

に
、

こ
う

い
っ

た
形

で
行

政
コ

ス
ト

を
か

け
る

と
い

う
の

は
、

現
実

に
は

で
き

な
い

こ
と

で
は

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
ご

ざ
い

ま
す

。
結

局
、

こ
う

い
っ

た
制

度
を

設
け

て
も

、
そ

の
徴

収
の

実
現

に
は

か
な

り
大

き
な

困
難

が
ご

ざ
い

ま
し

て
、

結
果

と
し

て
い

わ
ゆ

る
逃

げ
得

を
許

さ
ざ

る
を

得
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
要

す
る

に
、

私
ど

も
と

し
て

は
、

こ
う

い
っ

た
制

度
で

あ
り

ま
す

と
、

な
か

な
か

実
現

は
困

難
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

の
で

は
な

い
と

考
え

て
い

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
9

年
１

月
1

9
日

 
第

1
1

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

三
浦

法
務

省
大

臣
官

房
審

議
官

 

 
ア

メ
リ

カ
で

は
州

な
ど

で
そ

う
い

う
徴

収
金

の
制

度
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
私

ど
も

の
承

知
し

て
い

る
限

り
で

は
、

そ
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

る
制

度
と

い
う

の
は

、
ア

メ
リ

カ
で

の
位

置
づ

け
と

し
て

は
、

そ
れ

は
刑

罰
で

あ
る

と
い

う
ふ

う
に

考
え

ら
れ

て
お

り
ま

し
て

、
そ

の
限

り
で

言
い

ま
す

と
、

先
ほ

ど
申

し
上

げ
た

理
屈

の
問

題
の

と
こ

ろ
で

申
し

上
げ

た
財

源
確

保
と

い
う

行
政

目
的

と
の

関
連

で
合

理
性

が
あ

る
か

と
い

う
よ

う
な

問
題

は
、

そ
の

限
り

で
は

や
や

引
っ

込
む

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

た
だ

、
逆

に
言

い
ま

す
と

、
な

ぜ
そ

の
よ

う
な

刑
罰

が
認

め
ら

れ
る

の
か

と
い

う
こ

と
が

む
し

ろ
問

題
で

あ
り

ま
し

て
、

こ
の

点
は

私
ど

も
は

断
定

的
に

申
し

上
げ

る
こ

と
は

難
し

い
わ

け
で

す
が

、
あ

く
ま

で
も

一
般

的
に

申
し

ま
す

と
、

ア
メ

リ
カ

の
裁

判
所

と
い

う
の

は
非

常
に

幅
広

い
権

限
を

持
っ

て
お

り
ま

し
て

、
刑

罰
の

種
類

も
日

本
の

先
ほ

ど
申

し
上

げ
た

よ
う

な
刑

罰
の

種
類

に
と

ど
ま

ら
ず

、
い

わ
ゆ

る
社

会
奉

仕
命

令
で

あ
る

と
か

、
損

害
賠

償
命

令
で

あ
る

と
か

、
非

常
に

さ
ま

ざ
ま

な
も

の
が

認
め

ら
れ

て
い

る
わ

け
で

あ
り

ま
し

て
、

あ
る

意
味

で
は

そ
う

い
っ

た
刑

罰
と

か
司

法
と

い
う

も
の

に
つ

い
て

の
考

え
方

に
お

い
て

、
日

本
と

ア
メ

リ
カ

で
は

相
当

基
本

的
な

考
え

方
の

違
い

が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、

も
う

一
つ

は
ア

メ
リ

カ
で

徴
収

が
実

際
ど

の
程

度
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
行

わ
れ

て
い

る
か

と
い

う
の

は
、

正
確

に
わ

か
ら

な
い

部
分

が
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
、

一
般

的
に

申
し

ま
す

と
、

ア
メ

リ
カ

の
場

合
は

裁
判

所
の

命
令

に
対

す
る

拒
否

と
い

う
の

は
、

身
柄

拘
束

を
伴

う
制

裁
が

課
さ

れ
ま

す
の

で
、

こ
う

い
う

徴
収

金
の

支
払

い
を

担
保

す
る

一
定

の
仕

組
み

が
あ

る
と

い
う

ふ
う

に
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
9

年
９

月
 

経
済

的
支

援
に

関
す

る
有

識
者

検
討

会
・

最
終

取
り

ま
と

め
 

有
罪

判
決

を
受

け
た

者
か

ら
一

定
の

額
を

徴
収

す
る

課
徴

金
制

度
の

導
入

に
つ

い
て

は
、

そ
の

主
た

る
負

担
者

と
原

因
者

が
一

致
し

な
い

上
、

徴
収

コ
ス

ト
面

の
問

題
も

あ
り

、
犯

罪
被

害
者

等

の
支

援
に

特
化

し
た

形
で

検
討

す
る

こ
と

は
、

困
難

で
あ

る
。

 

【
検

討
し

て
は

ど
う

か
と

す
る

意
見

】
 

○
 

平
成

1
8

年
８

月
2

5
日

 
第

６
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

 
論

理
立

て
て

考
え

る
と

す
る

と
、

共
同

連
帯

と
か

社
会

連
帯

と
か

と
い

う
考

え
方

を
と

っ
た

と
き

に
、

先
ほ

ど
少

し
申

し
上

げ
ま

し
た

が
、

例
え

ば
私

の
専

門
で

あ
る

社
会

保
障

の
観

点
か

ら
考

え
た

と
き

に
、

１
つ

は
税

で
や

る
と

い
う

、
こ

れ
は

例
え

ば
生

活
保

護
で

あ
る

と
か

基
礎

年
金

、
今

３
分

の
１

の
人

で
す

が
今

度
２

分
の

１
に

負
担

率
が

上
が

る
と

か
、

社
会

福
祉

が
基

本
的

に
は

税
で

や
っ

て
い

る
と

か
い

う
よ

う
な

こ
と

で
、

税
で

や
る

考
え

方
も

あ
り

、
も

う
１

つ
は

、
さ

っ
き

も
申

し
上

げ
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
社

会
保

険
の

よ
う

に
被

保
険

者
の

人
々

か
ら

保
険

料
を

取
る

と
い

う
そ

う
い

う
や

り
方

と
い

う
の

も
あ

る
と

思
い

ま
す

。
実

は
考

え
て

み
ま

す
と

、
犯

罪
被

害
者

の
方

の
経

済
的

支
援

と
い

う
こ

と
を

考
え

た
と

き
に

は
、

本
音

を
言

う
と

あ
る

意
味

保
険

に
な

じ
む

ん
で

す
ね

、
実

は
。

偶
発

的
な

事
象

で
あ

り
ま

し
て

、
一

定
の

確
率

で
発

生
す

る
わ

け
で

す
か

ら
、

実
は

保
険

に
な

じ
む

。
た

だ
、

現
実

的
な

こ
と

を
考

え
る

と
、

こ
れ

を
例

え
ば

犯
罪

被
害

者
の

た
め

の
強

制
保

険
制

度
を

つ
く

っ
て

国
民

の
み

ん
な

か
ら

保
険

料
を

取
る

ん
だ

と
い

う
こ

と
は

、
今

の
国

民
年

金
と

か
国

民
健

康
保

険
を

考
え

た
と

き
に

は
非

常
に

非
現

実
的

な
話

に
な

っ
て

43
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い
っ

て
し

ま
う

。
…

…
犯

罪
被

害
と

い
う

の
は

一
定

の
確

率
で

社
会

の
中

で
発

生
し

、
だ

れ
も

が
場

合
に

よ
っ

て
は

被
害

者
に

な
り

得
る

と
。

要
す

る
に

相
互

補
完

性
と

い
う

か
相

互
性

が
あ

る
も

の
で

す
の

で
、

考
え

方
と

し
て

論
理

的
に

考
え

て
い

く
と

、
幅

広
い

国
民

な
り

社
会

の
構

成
員

の
人

た
ち

か
ら

お
金

を
集

め
る

と
い

う
の

が
お

そ
ら

く
最

も
財

源
の

在
り

方
と

し
て

は
論

理
の

筋
が

通
っ

て
い

る
ん

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

保
険

料
が

仮
に

技
術

的
に

難
し

い
と

す
る

と
、

実
は

一
番

幅
広

に
国

民
全

体
か

ら
集

め
ら

れ
る

の
は

所
得

税
で

は
な

く
て

間
接

税
な

ん
で

す

ね
。

で
す

か
ら

、
そ

れ
を

本
当

は
考

え
る

と
い

う
の

が
多

分
論

理
的

に
は

一
番

筋
が

通
っ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

気
が

い
た

し
ま

す
。

 

○
 

平
成

2
4

年
５

月
1

4
日

 
第

６
回

犯
罪

被
害

給
付

制
度

の
拡

充
及

び
新

た
な

補
償

制
度

の
創

設
に

関
す

る
検

討
会

・
瀬

川
同

志
社

大
学

法
学

部
教

授
 

 
（

フ
ラ

ン
ス

に
お

い
て

は
保

険
契

約
に

上
乗

せ
し

て
徴

収
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
）

日
本

に
非

常
に

馴
染

み
に

く
い

議
論

の
よ

う
に

展
開

さ
れ

て
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
被

害
者

に
対

す
る

経
済

的
支

援
と

い
う

点
で

は
、

非
常

に
割

り
切

っ
た

最
も

合
理

的
な

制
度

だ
と

思
い

ま
す

の
で

、
不

思
議

な
国

で
は

な
い

の
で

、
や

は
り

実
際

の
犯

罪
被

害
の

実
態

か
ら

見
れ

ば
、

こ
う

い
う

こ
と

も
あ

り
得

る
と

い
う

制
度

だ
と

私
は

理
解

す
べ

き
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

 

 

【
課

題
を

指
摘

す
る

意
見

】
 

○
 

平
成

1
8

年
７

月
2

6
日

 
第

５
回

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

財
源

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
話

に
な

る
と

、
ま

ず
第

一
に

税
財

源
を

使
う

の
か

、
そ

れ
と

も
税

以
外

に
何

か
財

源
を

考
え

る
の

か
と

い
う

の
が

一
つ

の
大

き
な

分
か

れ
目

に
な

り
ま

す
。

税
を

使

う
と

い
う

話
に

な
る

と
、

今
の

財
政

難
の

中
で

ど
こ

か
ら

絞
り

出
す

か
と

い
う

話
で

、
そ

れ
は

結
局

の
と

こ
ろ

根
拠

と
し

て
は

犯
罪

被
害

者
の

補
償

と
い

う
こ

と
で

説
明

は
つ

く
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

ど
こ

か
ら

ど
う

い
う

ふ
う

に
し

て
絞

り
出

す
の

か
、

増
税

を
前

提
と

せ
ず

に
一

体
絞

り
出

せ
る

の
か

と
い

う
の

は
、

や
や

悲
観

的
か

な
と

。
あ

と
税

以
外

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
、

多
分

お
話

な
ど

も
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

例
え

ば
罰

金
と

か
、

そ
う

い
っ

た
も

の
を

使
う

の
か

ど
う

か
と

か
、

さ
ら

に
例

え
ば

抽
象

的
に

考
え

て
、

理
念

的
な

レ
ベ

ル
で

考
え

る
と

、
一

種
の

分
担

金
み

た
い

な
形

で
国

民
の

皆
様

か
ら

月
々

1
0
0

円
ず

つ
拠

出
し

て
も

ら
う

と
か

と
い

う
よ

う
な

こ
と

も
理

念
的

に
は

考
え

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

そ
の

場
合

、
一

体
徴

収
を

ど
う

す
る

か
と

か
、

現
実

的
な

こ
と

を
考

え
る

と
、

非
常

に
困

難
が

大
き

い
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

は
思

い
ま

す
。

そ
う

な
る

と
、

選
択

肢
は

あ
ま

り
実

は
新

し
い

財
源

調
達

と
い

っ
て

も
、

選
択

肢
の

幅
と

い
っ

て
も

そ
れ

ほ
ど

実
は

大
き

く
な

い
の

か
な

と
、

と
に

か
く

既
存

の
中

か
ら

絞
り

出
す

か
、

増
税

を
機

会
に

ど
こ

か
か

ら
見

つ
け

て
も

ら
う

か
、

あ
と

は
罰

金
な

り
何

な
り

を
一

つ
の

手
当

と
し

て
考

え
る

か
と

か
、

何
か

そ
う

い
っ

た
も

の
ぐ

ら
い

し
か

現
実

的
に

は
な

い
の

か
な

と
い

う
気

が
し

ま
す

。
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３
 
そ
の
他
の
論
点

に
つ
い

て
 

(1
) 

遡
及
適
用

に
つ
い
て
 

【
現

行
制

度
の

考
え

方
や

遡
及

適
用

の
課

題
を

指
摘

す
る

意
見

】
 

○
 

昭
和

5
5

年
３

月
2

5
日

 
(衆

)地
方

行
政

委
員

会
・

中
平

警
察

庁
刑

事
局

長
 

た
だ

い
ま

御
指

摘
の

中
に

も
ご

ざ
い

ま
し

た
が

、
こ

の
法

案
の

施
行

前
に

発
生

し
た

犯
罪

に
よ

っ
て

被
害

を
受

け
た

方
は

こ
の

法
案

の
適

用
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
私

ど
も

も
ま

こ
と

に
お

気
の

毒
に

思
っ

て
い

る
次

第
で

ご
ざ

い
ま

す
。

特
に

こ
の

制
度

に
つ

き
ま

し
て

は
、

長
年

に
わ

た
っ

て
熱

心
に

運
動

を
続

け
ら

れ
て

き
た

方
も

ご
ざ

い
ま

す
し

、
そ

う

い
う

点
に

つ
き

ま
し

て
私

ど
も

も
非

常
に

大
変

な
お

気
の

毒
な

気
持

ち
を

持
つ

わ
け

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

し
か

し
な

が
ら

、
一

つ
の

新
し

い
制

度
と

い
う

も
の

を
つ

く
る

場
合

に
は

、
そ

の
適

用
と

い
う

の
は

法
の

施
行

後
と

い
う

の
が

原
則

で
ご

ざ
い

ま
し

て
、

こ
の

制
度

に
つ

い
て

の
み

そ
の

遡
及

を
考

え
る

、
こ

う
い

う
合

理
的

な
理

由
と

い
う

も
の

が
、

い
ろ

い
ろ

と
検

討
を

し
て

ま
い

り
ま

し
た

が
、

残
念

な
が

ら
見

出
す

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
、

こ
う

い
う

こ
と

で
ご

ざ
い

ま
す

。
な

お
、

い
ま

申
し

上
げ

ま
し

た
こ

と
が

一
般

原
則

で
は

ご
ざ

い
ま

す
が

、
殺

人
な

ん
か

の
犯

罪
被

害
に

つ
き

ま
し

て
、

遡
及

の
対

象
に

つ
い

て
合

理
的

な
区

分
を

つ
け

る
こ

と
が

な
か

な
か

む
ず

か
し

い
わ

け
で

ご
ざ

い
ま

す
。

一
定

の
期

間
遡

及
を

い
た

す
と

し
ま

し
て

も
、

ま
た

そ
の

遡
及

の
前

後
で

や
は

り
こ

れ
は

不
公

平
の

問
題

が
起

こ
っ

て
ま

い
る

わ
け

で
ご

ざ
い

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、

こ
の

制
度

に
お

き
ま

し
て

は
、

被
害

者
の

責
任

の
度

合
い

等
も

考
え

ま
し

て
、

支
給

の
除

外
と

か
あ

る
い

は
減

額
と

か
、

か
な

り
き

め
の

細
か

い
制

度
も

考
え

て
お

る
わ

け
で

ご
ざ

い
ま

す
が

、
そ

う
し

た
判

断
を

適
切

に
行

う
た

め
に

、
や

は
り

こ
れ

は
新

し
く

起
こ

っ
た

事
象

で
な

い
と

、
過

去
に

さ
か

の
ぼ

っ
て

そ
う

し
た

こ
と

を
適

正
に

裁
定

を
下

す
と

い
う

こ
と

も
非

常
に

む
ず

か
し

い
問

題
で

ご
ざ

い
ま

す
。

そ
う

し
た

こ
と

も
あ

り
ま

し
て

、
遡

及
と

い
う

こ
と

を
い

ろ
い

ろ
考

え
た

わ
け

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

遡
及

措
置

と
い

う
も

の
が

と
れ

な
か

っ
た

次
第

で
ご

ざ
い

ま
す

。
そ

う
い

う
こ

と
で

、
そ

の
方

々
に

対
し

て
は

ま
こ

と
に

お
気

の
毒

な
気

持
ち

が
い

っ
ぱ

い
で

ご
ざ

い
ま

す
が

、
ま

た
逆

に
言

え
ば

私
ど

も
は

、
そ

う
し

た
方

々
の

気
持

ち
を

十
分

に
背

中
に

受
け

な
が

ら
、

こ
の

制
度

の
必

要
性

と
い

う
も

の
を

痛
感

を
い

た
し

ま
し

て
、

こ
と

し
は

警
察

庁
の

最
重

点
の

施
策

と
し

て
真

剣
に

取
り

組
み

ま
し

て
、

い
ま

こ
の

制
度

の
創

設
に

ま
で

こ
ぎ

つ
け

て
ま

い
っ

た
、

こ
う

い
う

い
き

さ
つ

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
私

ど
も

は
、

こ
の

制
度

が
呱

々
の

声
を

上
げ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

こ
う

し
た

犯
罪

の
被

害
に

遭
わ

れ
た

方
々

に
対

し
て

、
社

会
の

温
か

い
目

が
一

層
こ

う
し

た
人

た
ち

に
注

が
れ

る
こ

と
に

な
る

よ
う

な
こ

と
を

強
く

期
待

を
し

て
お

る
、

そ
う

い
う

次
第

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
1

0
月

2
4

日
 

第
８

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

岩
村

東
京

大
学

大
学

院
法

学
政

治
学

研
究

科
教

授
 

私
も

多
分

こ
の

種
の

給
付

を
与

え
る

、
提

供
す

る
よ

う
な

制
度

で
遡

及
し

た
例

と
い

う
の

は
余

り
知

ら
な

い
で

す
ね

。
社

会
保

障
関

係
で

も
、

制
度

を
変

え
た

と
き

に
裁

定
替

え
、

そ
の

他
で

、
今

給
付

を
受

け
て

い
る

人
に

つ
い

て
給

付
水

準
を

上
げ

る
と

か
と

い
う

こ
と

は
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
が

、
過

去
に

さ
か

の
ぼ

っ
て

遡
及

を
し

て
と

い
う

の
は

、
ど

う
も

余
り

な
い

、
ほ

と
ん

ど
な

い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

 そ
れ

は
一

つ
に

は
、

や
は

り
一

番
大

き
な

財
源

の
問

題
が

あ
っ

て
、

ど
こ

ま
で

膨
ら

む
か

の
見

通
し

が
つ

か
な

い
と

。
も

ち
ろ

ん
遡

及
の

さ
せ

方
に

も
よ

り
ま

す

け
れ

ど
も

、
財

源
の

見
通

し
が

立
た

な
く

な
っ

て
し

ま
う

。
ど

こ
か

で
線

引
き

を
す

る
と

な
れ

ば
、

そ
れ

は
線

引
き

さ
れ

た
前

と
後

で
、

や
は

り
不

公
平

の
問

題
が

生
じ

る
と

い
う

こ
と

に
な

る
と

、
結

局
遡

及
さ

せ
る

、
さ

せ
な

い
と

全
く

同
じ

話
に

な
っ

て
し

ま
う

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
、

ど
こ

で
線

引
き

を
す

る
か

と
い

う
こ

と
自

体
が

、
時

間
で

線
引

き
を

す
る

の
は

非
常

に
難

し
い

だ

ろ
う

と
。

そ
れ

か
ら

も
う

一
つ

は
、

だ
れ

を
対

象
者

に
す

る
か

と
い

う
こ

と
で

す
が

、
ま

ず
第

一
に

定
義

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
の

も
非

常
に

難
問

だ
と

思
い

ま
す

し
、

例
え

ば
卑

近
な

例
で

最
近

問
題

に
な

っ
た

例
で

は
、

例
え

ば
原

爆
症

な
ど

も
、

ど
こ

で
線

引
き

、
人

の
範

囲
を

ど
う

す
る

か
と

い
う

こ
と

を
め

ぐ
っ

て
、

や
は

り
大

変
な

争
い

に
な

る
わ

け
で

し
て

、
か

な
り

そ
こ

も
絞

り
込

み
と

い
う

の
は

難
し

い
の

か
な

と
い

う
気

が
し

ま
す

。
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 ○
 

平
成

1
8

年
1

0
月

2
4

日
 

第
８

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

瀬
川

同
志

社
大

学
法

学
部

教
授

 

犯
給

法
が

で
き

る
と

き
も

、
こ

の
議

論
が

ど
う

も
あ

っ
た

よ
う

で
あ

り
ま

す
。

多
く

の
方

々
の

御
努

力
が

あ
り

ま
し

た
の

で
、

何
か

報
い

た
い

と
い

う
気

持
ち

も
立

法
者

の
間

で
も

あ
っ

た
よ

う
で

す
け

れ
ど

も
、

そ
れ

は
な

さ
れ

な
か

っ
た

と
い

う
事

情
が

あ
り

ま
す

。
私

は
、

法
的

に
遡

及
適

用
を

認
め

る
と

い
う

の
は

、
や

は
り

か
な

り
無

理
が

あ
る

、
混

乱
を

招
く

と
い

う
と

こ
ろ

が
か

な

り
危

惧
さ

れ
る

と
思

い
ま

す
。

そ
う

い
う

点
で

は
、

真
正

面
か

ら
制

度
設

計
と

し
て

遡
及

適
用

を
認

め
る

と
い

う
方

向
性

は
、

や
は

り
私

は
困

難
を

伴
う

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
特

に
被

害
の

認
定

と
か

証
拠

の
散

逸
と

か
難

し
い

問
題

が
あ

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
の

で
、

そ
れ

を
何

で
も

か
ん

で
 

も
や

っ
て

し
ま

え
と

い
う

よ
う

な
制

度
設

計
は

す
べ

き
で

は
な

い
と

い
う

よ
う

に
考

え
ま

す
。

そ
う

い
う

意
味

で
、

座
長

が
言

わ
れ

て
い

ま
す

よ
う

に
、

特
に

白
井

先
生

が
お

っ
し

ゃ
る

よ
う

な
救

済
す

べ
き

、
社

会
正

義
に

反
す

る
よ

う
な

、
補

償
す

べ
き

だ
と

い
う

ふ
う

な
事

例
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

に
対

し
て

何
ら

か
の

手
だ

て
を

特
別

な
形

で
考

え
る

と
い

う
方

策
で

い
い

の
で

は
な

い
か

と
。

だ
か

ら
、

真
っ

正
面

か
ら

遡
及

適
用

を
認

め
る

と
い

う
の

は
、

私
は

賛
成

し
が

た
い

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て
お

り
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
9

年
９

月
 

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

最
終

取
り

ま
と

め
 

 
過

去
の

犯
罪

被
害

に
よ

る
後

遺
障

害
に

よ
り

現
在

も
窮

状
に

あ
る

よ
う

な
特

別
の

事
情

が
あ

る
犯

罪
被

害
者

等
に

対
し

て
は

、
前

記
基

金
に

お
い

て
対

応
す

る
方

途
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

が
、

新
た

な
法

制
度

を
遡

及
適

用
す

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

○
 

平
成

2
5

年
７

月
1

0
日

 
犯

罪
被

害
給

付
制

度
の

拡
充

及
び

新
た

な
補

償
制

度
の

創
設

に
関

す
る

検
討

会
・

坂
口

警
察

庁
長

官
官

房
総

括
審

議
官

 

犯
罪

被
害

者
の

救
済

制
度

に
つ

き
ま

し
て

は
，

犯
罪

被
害

者
の

御
遺

族
や

様
々

な
方

々
が

そ
の

実
現

に
向

け
て

努
力

を
し

て
こ

ら
れ

た
背

景
が

ご
ざ

い
ま

す
。

法
律

制
定

時
に

は
そ

の
よ

う
な

制

度
発

足
に

寄
与

し
た

方
々

が
救

済
さ

れ
る

よ
う

遡
及

適
用

す
べ

き
で

あ
る

と
い

う
御

意
見

が
あ

り
，

国
会

審
議

に
お

い
て

大
き

な
論

点
の

１
つ

と
な

っ
て

お
り

ま
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

，
新

し
い

制
度

の
適

用
は

法
律

施
行

後
と

す
る

こ
と

が
法

制
度

の
基

本
的

な
原

則
で

あ
る

こ
と

，
こ

の
制

度
だ

け
遡

及
適

用
を

認
め

る
合

理
的

な
理

由
が

な
か

っ
た

こ
と

，
ま

た
，

遡
及

を
認

め
る

と
し

て
も

ど
こ

ま
で

遡
る

か
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

，
合

理
的

か
つ

公
正

な
基

準
を

設
定

す
る

こ
と

が
難

し
い

こ
と

な
ど

の
課

題
を

乗
り

越
え

る
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

た
め

，
遡

及
適

用
は

し
な

い
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

…
…

そ
の

後
，

平
成

1
3

年
改

正
時

に
は

遡
及

適
用

に
つ

い
て

大
き

な
論

点
と

は
な

り
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
，

平
成

2
0

年
改

正
時

の
検

討
状

況
に

つ
い

て
説

明
い

た
し

ま
す

。
平

成
1
8

年
か

ら
1
9

年
に

か
け

て
行

わ
れ

た
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
に

お
い

て
も

，
遡

及
適

用
は

大
き

な
論

点
の

１
つ

と
な

っ
て

い
た

と
承

知
し

て
お

り
ま

す
。

検
討

会
で

は
先

ほ
ど

申
し

上
げ

た
よ

う
な

課
題

の
ほ

か
，

特
例

を
認

め
る

こ
と

の
合

理
的

説
明

が
可

能
な

具
体

的
な

事
例

を
踏

ま
え

た
検

討
が

必
要

で
，

遡
及

適
用

を
一

般
的

に
認

め
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

と
い

っ
た

御
意

見
が

出
る

一
方

で
，

そ
う

は
言

っ
て

も
や

は
り

現
在

も
経

済
的

に
困

窮
し

て
い

る
方

に
対

し
て

は
，

何
ら

か
の

救
済

を
す

べ
き

で
あ

る
と

の
御

意
見

も
出

さ
れ

て
お

り
ま

し
た

。
そ

し
て

，
検

討
会

で
の

議
論

の
結

果
，

最
終

取
り

ま
と

め
で

は
過

去
の

犯
罪

被
害

に
よ

る
後

遺
障

害
に

よ
り

，
現

在
も

窮
状

に
あ

る
よ

う
な

特
別

の
事

情
が

あ
る

犯
罪

被
害

者
等

に
対

し
て

は
，

前
記

基
金

に
お

い
て

対
応

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
こ

と
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

が
，

新
た

な
法

制
度

を
遡

及
適

用
す

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

と
さ

れ
ま

し
て

，
こ

れ
を

受
け

て
政

府
と

し
て

も
改

正
後

の
犯

給
法

は
遡

及
適

用
し

な
い

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
り

ま
す

。
な

お
，

こ
の

最
終

取
り

ま
と

め
を

受
け

て
公

的
救

済
制

度
の

対
象

と
な

ら
な

い
犯

罪
被

害
者

等
で

あ
っ

て
，

個
別

の
事

情
に

照
ら

し
，

特
別

の
救

済
が

必
要

と
認

め
ら

れ
る

方
を

対
象

と
し

て
，

平
成

2
0

年
1
2

月
か

ら
財

団
法

人
犯

罪
被

害
救

援
基

金
に

よ
る

支
援

金
支

給
事

業
が

開
始

さ
れ

た
と

い
う

の
は

，
既

に
黒

澤
構

成
員

か
ら

御

説
明

い
た

だ
い

て
い

る
と

お
り

で
ご

ざ
い

ま
す

。
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 (2
) 

支
給
形
式

に
つ
い
て
 

 【
遡

及
適

用
す

べ
き

と
す

る
意

見
】

 

○
 

平
成

1
8

年
1

0
月

2
4

日
 

第
８

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

白
井

弁
護

士
 

こ
れ

は
、

実
際

に
、

現
在

ま
で

に
補

償
を

受
け

ら
れ

て
い

な
い

方
も

あ
る

わ
け

な
ん

で
す

が
、

今
日

こ
う

し
て

基
本

法
が

成
立

い
た

し
ま

し
て

、
ま

た
こ

の
基

本
計

画
が

で
き

る
と

い
う

、
こ

れ

を
実

現
し

た
の

は
、

今
の

被
害

者
の

方
々

が
一

生
懸

命
頑

張
っ

て
、

そ
し

て
よ

う
や

く
議

員
さ

ん
を

動
か

し
て

実
現

し
た

と
い

う
こ

と
が

あ
る

ん
で

す
が

、
そ

の
実

現
し

た
当

の
ご

本
人

た
ち

は
、

新
し

い
補

償
制

度
が

で
き

て
も

何
も

報
い

ら
れ

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
い

う
の

は
、

ど
う

も
こ

れ
は

、
１

つ
は

不
公

平
で

は
な

い
か

と
。

や
は

り
、

そ
う

い
う

実
際

に
生

活
に

困
っ

て
い

て
、

こ
の

法
律

を
つ

く
る

た
め

に
頑

張
ら

れ
た

被
害

者
の

方
々

に
も

適
用

が
な

さ
れ

る
よ

う
な

遡
及

適
用

の
こ

と
を

、
１

つ
は

考
え

る
べ

き
で

は
な

い
か

と
い

う
こ

と
と

、
現

実
に

、
過

去
に

犯
罪

に
遭

っ
て

、
現

在
も

非
常

に
苦

し
い

生
活

を
し

て
お

ら
れ

る
方

々
が

大
勢

お
ら

れ
る

の
で

、
そ

の
方

た
ち

が
、

過
去

の
ケ

ー
ス

だ
か

ら
と

い
っ

て
そ

の
ま

ま
放

置
さ

れ
て

よ
い

の
か

と
い

う
問

題
も

あ
り

ま
す

。
我

々
の

方
と

し
て

は
、

先
ほ

ど
の

除
斥

期
間

と
の

問
題

も
あ

る
ん

で
す

が
、

一
応

例
え

ば
新

し
く

年
金

方
式

の
補

償
と

い
う

も
の

が
で

き
れ

ば
、

そ
う

い
う

将
来

に
わ

た
っ

て
年

金
の

支
給

を
遡

及
適

用
し

て
、

そ
う

い
う

方
た

ち
に

も
将

来
に

わ
た

る
支

給
を

し
て

い
た

だ
く

と
い

う
よ

う
な

方
法

も
考

え
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
よ

う
な

、
い

ろ
い

ろ
支

給
の

仕
方

と
遡

及
適

用
の

工
夫

の
仕

方
に

よ
っ

て
、

あ
る

程
度

の
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

ふ
う

思
っ

て
い

る
わ

け
で

す
。

 

【
現

行
制

度
の

考
え

方
や

一
時

金
形

式
に

関
す

る
意

見
】

 

○
 

昭
和

5
5

年
３

月
2

5
日

 
(衆

)地
方

行
政

委
員

会
・

中
平

警
察

庁
刑

事
局

長
 

…
…

年
金

に
せ

ず
に

一
時

金
に

な
ぜ

し
た

か
と

い
う

御
質

問
で

ご
ざ

い
ま

す
が

、
こ

の
制

度
と

い
う

の
は

、
被

害
者

と
か

あ
る

い
は

遺
族

の
こ

う
む

り
ま

し
た

精
神

的
な

打
撃

の
回

復
を

一
応

第

一
の

目
途

と
し

、
そ

れ
か

ら
、

あ
わ

せ
て

財
産

的
な

面
の

被
害

も
め

ん
ど

う
を

見
る

、
こ

う
い

う
立

場
で

ご
ざ

い
ま

し
て

、
そ

う
し

た
被

害
者

の
一

種
の

立
ち

直
り

、
そ

の
た

め
に

は
あ

る
い

は
一

時
金

の
方

が
よ

り
な

じ
み

が
あ

る
、

こ
う

い
う

こ
と

だ
と

い
う

ふ
う

に
考

え
て

お
る

次
第

で
ご

ざ
い

ま
す

。
な

お
、

外
国

の
制

度
を

見
ま

し
て

も
、

ほ
と

ん
ど

一
時

金
で

措
置

さ
れ

て
お

る
、

こ
う

い
う

こ
と

に
な

っ
て

お
る

次
第

で
ご

ざ
い

ま
す

。
イ

ギ
リ

ス
の

レ
ポ

ー
ト

な
ん

か
を

見
て

お
り

ま
す

と
、

イ
ギ

リ
ス

等
の

経
験

に
徴

す
れ

ば
一

時
金

の
方

が
む

し
ろ

被
害

者
等

の
立

ち
直

り
に

は
い

い
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
こ

と
も

報
告

の
中

に
は

出
て

お
る

次
第

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
1

0
月

2
4

日
 

第
８

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

岩
村

東
京

大
学

大
学

院
法

学
政

治
学

研
究

科
教

授
 

生
活

の
安

定
と

い
う

点
か

ら
す

る
と

、
何

と
な

く
歴

史
的

に
は

一
時

金
か

ら
年

金
に

進
ん

で
き

た
と

。
例

え
ば

こ
れ

は
労

災
な

ん
か

は
そ

う
な

ん
で

す
が

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

進
ん

で
き

た
と

い

う
こ

と
は

確
か

で
、

生
活

面
で

の
安

定
と

い
う

点
で

は
、

そ
の

と
お

り
の

部
分

は
あ

る
ん

で
す

が
、

座
長

も
今

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

に
、

要
す

る
に

も
う

一
つ

は
額

の
問

題
で

あ
り

ま
し

て
、

年
金

形
式

、
年

払
い

で
払

っ
て

い
て

も
、

結
局

の
と

こ
ろ

は
ト

ー
タ

ル
で

幾
ら

払
う

の
か

と
い

う
話

な
ん

で
す

ね
。

で
す

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
そ

こ
を

抜
き

に
し

て
は

、
な

か
な

か
議

論
が

で
き

な
い

だ
ろ

う
と

。
 も

う
一

つ
は

、
年

払
い

に
し

ろ
年

金
に

し
ろ

、
有

期
型

に
す

る
の

か
、

そ
れ

と
も

ず
っ

と
亡

く
な

る
ま

で
お

払
い

す
る

の
か

と
い

う
の

が
、

も
う

一
つ

あ
り

ま
す

。
つ

ま
り

、
例

え
ば

1
0

年
間

は
年

金
で

お
支

払
い

し
ま

し
ょ

う
と

い
う

こ
と

と
、

そ
れ

か
ら

終
身

お
支

払
い

し
ま

し
ょ

う
と

い
う

ふ
う

に
、

も
う

一
つ

別
の

切
り

口
と

い
う

の
が

実
は

存
在

す
る

と
。

い
ず

れ
に

し
ろ

、
そ

れ
は

最
終

的
に

は
額

の
問

題
、

ト
ー

タ
ル

で
幾

ら
か

と
い

う
、

そ
の

問
題

に
な

り
ま

す
。

そ
れ

か
ら

、
た

だ
年

金
の

場
合

に
問

題
点

と
し

て
は

、
一

つ
は

前
に

も
申

し
上

げ
た

よ
う

に
、

財
政

運
営

が
非

常
に

難
し

い
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

。
特

に
終

身
に

し
ま

す
と

、
高

齢
化

が
今

少
な

く
と

も
進

ん
で

い
ま

す
の

で
、

年
金

の
ボ

リ
ュ

ー
ム

が
ど

れ
だ

け
膨

ら
む

か
と

い
う

こ
と

の
見

通
し

が
非

47
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常
に

立
て

に
く

い
と

い
う

こ
と

が
あ

り
、

財
政

運
営

が
な

か
な

か
難

し
い

だ
ろ

う
と

い
う

こ
と

が
言

え
よ

う
か

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

か
ら

、
も

う
一

つ
は

、
こ

れ
は

さ
っ

き
あ

っ
た

併
給

調
整

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
こ

と
と

関
係

す
る

ん
で

す
が

、
実

は
年

金
な

り
年

払
い

に
す

る
と

損
害

賠
償

等
の

併
給

調
整

と
い

う
の

が
非

常
に

難
し

く
な

り
ま

す
。

将
来

の
支

給
分

は
調

整
の

対
象

に
し

な
い

と
い

う
最

高
裁

判
例

が
あ

る
も

の
で

す
か

ら
、

そ
こ

と
の

関
係

を
ど

う
す

る
の

か
と

い
う

の
が

、
年

払
い

の
場

合
は

出
て

き
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

、
そ

も
そ

も
併

給
調

整
を

し
な

い
ん

だ
と

い
う

前
提

に
立

て
ば

話
は

別
で

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
併

給
調

整
を

す
る

ん
だ

と
い

う
前

提
に

立
つ

と
、

年
払

い
の

場
合

ど
う

す
る

か
と

い
う

問
題

が
出

て
く

る
と

い
う

こ
と

も
問

題
点

と
し

て
あ

る
と

い
う

こ
と

が
言

え
る

か
と

思
い

ま
す

。
公

的
年

金
の

場
合

は
、

ご
承

知
の

よ
う

に
社

会
保

険
で

基
本

的
に

や
っ

て
い

ま
す

の
で

、
今

の
世

代
の

人
た

ち
か

ら
お

金
を

と
っ

て
、

基
本

的
に

は
今

の
年

金
受

給
者

の
方

々
に

お
金

を
回

す
と

い
う

や
り

方
を

や
っ

て
い

る
の

で
、

税
金

で
や

る
と

い
う

と
、

ほ
ぼ

そ
れ

に
近

い
や

り
方

を
と

る
こ

と
に

な
り

ま
す

し
、

労
災

保
険

は
ち

ょ
っ

と
違

っ
て

、
今

の
事

業
主

か
ら

基
本

的
に

は
将

来
の

年
金

分
も

含
め

て
全

部
金

を
と

っ
て

し
ま

お
う

と
い

う
や

り
方

を
し

て
い

ま
す

の
で

、
ち

ょ
っ

と
公

的
年

金
と

違
う

や
り

方
を

し
て

い
る

と
。

た
だ

、
も

し
新

し
い

制
度

が
税

で
運

用
す

る
と

い
う

こ
と

に
な

る
と

、
多

分
労

災
の

よ
う

な
や

り
方

は
で

き
な

い
の

で
、

公
的

年
金

と
同

じ
よ

う
な

や
り

方
に

な
る

と
す

る
と

、
そ

の
将

来
の

財
政

運
営

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
、

か
な

り
見

通
し

が
難

し
く

な
る

だ
ろ

う
と

い
う

こ
と

は
、

確
実

に
言

え
る

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

1
8

年
1

0
月

2
4

日
 

第
８

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

岩
村

東
京

大
学

大
学

院
法

学
政

治
学

研
究

科
教

授
 

 

１
点

だ
け

で
す

が
、

先
ほ

ど
の

平
井

構
成

員
の

お
話

を
伺

っ
て

い
て

ち
ょ

っ
と

思
っ

た
ん

で
す

が
、

そ
し

て
座

長
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

り
、

そ
れ

か
ら

警
察

庁
の

方
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

こ
と

と
関

係
し

ま
す

が
、

や
は

り
被

害
者

の
方

に
で

き
る

だ
け

、
や

は
り

立
ち

直
っ

て
社

会
の

構
成

員
と

し
て

活
動

し
て

い
た

だ
く

と
い

う
方

向
で

考
え

た
と

き
に

、
年

金
と

い
う

形
態

が
適

切
な

の
か

ど
う

か
。

特
に

、
そ

の
終

身
と

い
う

の
が

適
切

か
ど

う
か

と
い

う
の

は
、

検
討

の
余

地
は

か
な

り
あ

る
だ

ろ
う

と
い

う
気

が
し

ま
す

。
お

話
を

伺
っ

て
い

た
と

き
に

一
つ

思
っ

た
の

は
、

な
ぜ

そ
う

い
う

こ
と

を
言

う
か

と
い

う
と

、
や

や
所

得
保

障
の

問
題

と
、

そ
れ

か
ら

ど
う

や
っ

て
そ

の
後

、
生

活
を

建
て

直
し

て
い

く
か

と
い

う
、

そ
の

サ
ポ

ー
ト

の
問

題
と

が
少

し
混

合
さ

れ
て

い
る

か
な

と
い

う
気

が
す

る
も

の
で

す
か

ら
、

サ
ポ

ー
ト

の
問

題
と

し
て

考
え

て
い

っ
て

、
ど

こ
ま

で
で

き
る

か
と

い
う

こ
と

と
、

そ
れ

か
ら

年
金

と
い

う
こ

と
の

必
要

性
と

い
う

こ
と

と
が

ど
こ

ま
で

あ
る

の
か

と
い

う
こ

と
と

の
関

係
を

、
ち

ょ
っ

と
整

理
し

て
い

た
だ

く
必

要
が

あ
る

か
な

と
い

う
よ

う
に

思
い

ま
し

た
。

ち
ょ

っ
と

直
感

的
に

は
、

公
的

年
金

が
出

な
い

ケ
ー

ス
と

い
う

の
は

確
か

に
あ

る
の

で
、

そ
の

部
分

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
問

題
は

あ
る

よ
う

に
は

思
い

ま
す

が
、

い
ず

れ
に

し
て

も
最

終
的

に
は

年
金

に
す

る
か

一
時

金
に

す
る

か
と

い
う

の
は

、
さ

っ
き

も
申

し
上

げ
た

よ
う

に
、

要
は

保
障

水
準

の
問

題
で

あ
り

ま
す

。
給

付
水

準
の

問
題

で
、

と
ど

の
つ

ま
り

は
そ

こ
を

ど
う

す
る

か
と

い
う

お
話

か
な

と
い

う
ふ

う
に

は
思

い
ま

す
。

 

○
 

平
成

1
9

年
９

月
 

経
済

的
支

援
に

関
す

る
検

討
会

最
終

取
り

ま
と

め
 

 
給

付
は

、
一

時
金

と
す

る
。

た
だ

し
、

一
時

金
の

支
給

を
受

け
た

犯
罪

被
害

者
等

が
分

割
的

支
払

い
を

希
望

す
る

場
合

に
は

、
そ

れ
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

金
融

機
関

に
お

け
る

必
要

な
手

続
等

に
つ

い
て

教
示

す
べ

き
で

あ
る

。
 

○
 

平
成

2
4

年
1

2
月

1
8

日
 

第
1

0
回

犯
罪

被
害

給
付

制
度

の
拡

充
及

び
新

た
な

制
度

の
創

設
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

年
金

は
こ

れ
も

前
に

申
し

上
げ

た
の

で
す

が
、

も
ち

ろ
ん

ど
の

程
度

の
方

が
年

金
を

受
け

ら
れ

る
か

と
い

う
人

数
と

、
受

給
開

始
の

年
齢

と
終

身
を

想
定

す
る

の
か

有
期

を
想

定
す

る
の

か
な

ど
と

い
う

こ
と

、
あ

る
い

は
金

額
が

一
定

な
の

か
可

変
な

の
か

と
い

う
い

ろ
ん

な
要

素
が

絡
む

の
で

す
が

、
基

本
的

に
は

長
期

の
制

度
に

な
る

の
で

、
管

理
運

営
が

か
な

り
難

し
い

と
い

う
こ

と
が

あ

り
ま

す
。

特
に

支
給

開
始

年
齢

が
い

つ
か

と
い

う
こ

と
に

よ
っ

て
は

、
も

し
終

身
で

あ
り

ま
す

と
相

当
長

期
に

わ
た

っ
て

支
給

す
る

こ
と

に
な

り
、

安
定

的
な

財
政

運
営

と
い

う
の

が
非

常
に

難
し

い
こ

と
に

な
る

か
な

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
や

は
り

当
然

の
こ

と
な

が
ら

年
金

と
い

う
こ

と
な

れ
ば

、
社

会
保

障
制

度
上

の
年

金
そ

の
他

と
の

均
衡

も
考

慮
せ

ざ
る

を
得

な
い

で
し

ょ
う

し
、

も
し

そ
う

だ
と

す
る

と
、

単
純

に
従

前
の

所
得

と
今

の
所

得
の

差
額

を
年

金
で

支
給

す
る

と
い

う
構

造
に

は
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

私
は

個
人

的
に

は
年

金
は

や
め

た
ほ

う
が

い
い

。
で

き
れ

ば
一

時
金

で
処

理
を

す
る

ほ
う

が
法

律
関

係
が

非
常

に
明

確
に

な
っ

て
、

事
務

的
に

も
コ

ス
ト

が
か

か
ら

な
い

し
、

一
時

金
で

も
ら

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
れ

で
生
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活
再

建
と

い
う

観
点

か
ら

物
事

を
考

え
る

こ
と

も
可

能
に

な
る

と
い

う
部

分
も

あ
る

の
で

、
年

金
で

は
な

く
、

で
き

れ
ば

一
時

金
の

ほ
う

が
望

ま
し

い
か

な
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

最
低

で
も

恐
ら

く
年

金
か

一
時

金
か

の
チ

ョ
イ

ス
を

認
め

る
と

い
う

こ
と

は
し

な
い

と
、

個
々

人
の

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
に

応
じ

た
判

断
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 

○
 

平
成

2
4

年
1

2
月

1
8

日
 

第
1

0
回

犯
罪

被
害

給
付

制
度

の
拡

充
及

び
新

た
な

制
度

の
創

設
に

関
す

る
検

討
会

・
岩

村
東

京
大

学
大

学
院

法
学

政
治

学
研

究
科

教
授

 

年
金

と
い

う
こ

と
を

考
え

た
と

き
に

、
結

局
、

年
金

の
い

わ
ば

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

ど
う

考
え

る
か

と
い

う
こ

と
と

結
び

つ
い

た
議

論
を

し
な

く
て

は
い

け
な

い
の

だ
と

思
う

の
で

す
。

こ
れ

は
御

承

知
の

よ
う

に
、

普
通

の
民

事
損

害
賠

償
で

も
問

題
に

な
る

わ
け

で
、

一
時

金
の

賠
償

に
す

る
の

か
、

定
期

金
の

賠
償

に
す

る
の

か
と

い
う

話
が

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
結

局
、

定
期

金
賠

償
と

い
う

こ
と

に
な

れ
ば

、
本

来
支

払
わ

れ
る

一
時

金
を

、
あ

る
一

定
の

期
間

の
範

囲
内

で
定

期
金

払
い

に
す

る
形

で
行

う
と

い
う

こ
と

で
す

か
ら

、
こ

こ
で

仮
に

年
金

と
い

う
こ

と
を

考
え

る
と

す
る

と
、

も
と

も
と

あ
る

、
額

の
レ

ベ
ル

の
問

題
は

ち
ょ

っ
と

横
に

置
い

て
お

け
ば

、
今

、
例

え
ば

一
時

金
と

い
う

仕
組

み
で

払
っ

て
い

る
も

の
を

原
資

と
し

て
年

金
化

す
る

と
い

う
話

な
の

か
、

そ
う

で
は

な
く

て
と

い
う

話
な

の
か

、
そ

こ
の

と
こ

ろ
が

一
つ

大
き

な
ポ

イ
ン

ト
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

と
り

わ
け

、
先

ほ
ど

申
し

上
げ

ま
し

た
よ

う
に

、
終

身
年

金
と

い
う

こ
と

に
な

る
と

、
も

ち
ろ

ん
、

制
度

全
体

と
し

て
ど

う
財

政
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

か
と

い
う

話
に

な
り

ま
す

が
、

や
は

り
長

期
給

付
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
の

で
、

そ
の

年
金

を
、

要
す

る
に

ト
ー

タ
ル

額
を

最
終

的
に

は
全

部
割

り
戻

し
て

、
現

在
の

価
額

の
一

時
金

に
戻

す
と

い
う

こ
と

を
考

え
て

、
財

政
的

に
ど

の
く

ら
い

の
こ

と
と

い
う

か
、

逆
に

言
う

と
、

賠
償

な
り

給
付

金
と

し
て

一
時

金
に

換
算

す
る

と
一

体
ど

の
く

ら
い

払
わ

れ
る

の
か

と
い

う
こ

と
で

実
は

議
論

を
し

な
い

と
い

け
な

い
問

題
と

い
う

側
面

が
あ

る
の

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
。

も
う

一
つ

は
、

労
災

保
険

に
し

て
も

、
現

在
の

公
的

年
金

、
基

礎
年

金
に

し
て

も
、

厚
生

年
金

に
し

て
も

、
基

本
的

な
枠

組
み

と
し

て
は

社
会

保
険

と
い

う
枠

組
み

に
よ

っ
て

い
ま

す
。

で
す

の
で

、
保

険
料

財
源

と
い

う
中

で
、

い
わ

ば
長

期
的

な
財

政
安

定
を

ど
う

図
る

か
と

い
う

こ
と

を
考

え
つ

つ
、

実
は

制
度

設
計

が
な

さ
れ

て
い

る
。

基
礎

年
金

は
半

分
が

税
金

な
も

の
で

す
か

ら
、

や
や

そ
こ

の
と

こ
ろ

は
少

し
違

っ
て

き
ま

す
け

れ
ど

も
、

厚
生

年
金

に
つ

い
て

見
て

も
、

や
は

り
保

険
料

を
原

資
と

し
な

が
ら

長
期

的
な

財
政

安
定

を
ど

う
図

る
か

と
い

う
と

こ
ろ

で
年

金
の

水
準

そ
の

他
が

決
ま

っ
て

い
る

と
い

う
構

造
に

な
っ

て
い

ま
す

。
で

す
の

で
、

私
の

目
か

ら
す

る
と

、
こ

の
犯

罪
被

害
者

の
方

の
支

援
の

と
こ

ろ
で

年
金

化
す

る
と

い
う

議
論

は
、

今
ま

で
既

存
の

制
度

の
中

で
行

わ
れ

て
い

る
年

金
の

給
付

、
特

に
こ

の
比

較
対

象
と

し
て

挙
が

っ
て

く
る

労
災

で
あ

る
と

か
、

社
会

保
険

の
基

礎
年

金
あ

る
い

は
厚

生
年

金
、

遺
族

年
金

、
障

害
年

金
と

い
っ

た
も

の
と

か
な

り
構

造
が

違
う

と
い

う
気

が
し

て
い

ま
す

。
多

分
、

そ
う

い
っ

た
も

の
が

全
部

結
び

つ
い

て
、

年
金

と
い

う
形

に
す

る
の

が
妥

当
な

の
か

ど
う

か
。

仮
に

年
金

と
す

る
と

い
う

形
に

し
た

と
き

に
、

そ
れ

で
は

、
そ

の
水

準
は

一
体

ど
う

設
定

す
る

の
か

。
そ

の
水

準
の

設
定

の
仕

方
と

い
う

の
は

、
結

局
、

先
ほ

ど
申

し
上

げ
た

よ
う

に
、

仮
に

そ
れ

を
一

時
金

と
い

う
ふ

う
に

引
き

直
し

た
と

き
に

、
そ

れ
で

は
、

一
体

ど
の

く
ら

い
の

額
と

想
定

し
て

考
え

る
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
を

全
体

と
し

て
考

え
て

、
年

金
化

す
る

な
ら

す
る

と
い

う
方

向
で

の
制

度
設

計
と

な
る

で
し

ょ
う

し
、

逆
に

そ
れ

だ
と

と
い

う
こ

と
で

、
賠

償
額

と
い

い
ま

す
か

、
一

時
金

の
給

付
に

引
き

直
し

た
と

き
に

余
り

に
も

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

に
な

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
と

、
な

か
な

か
年

金
化

と
い

う
の

は
難

し
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
気

が
い

た
し

ま
す

。
い

ず
れ

に
し

ろ
、

前
に

も
申

し
上

げ
た

よ
う

に
、

一
時

金
と

い
う

形
で

支
給

し
て

も
、

そ
れ

を
実

質
的

に
は

御
本

人
の

行
動

に
よ

っ
て

定
期

金
的

に
も

ら
う

こ
と

も
で

き
な

い
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

そ
う

い
う

チ
ョ

イ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
は

、
御

自
身

で
や

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

も
あ

る
で

し
ょ

う
し

、
制

度
的

に
仕

組
む

こ
と

も
可

能
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
例

え
ば

労
災

の
場

合
も

前
払

い
一

時
金

と
い

う
仕

組
み

で
も

っ

て
、

一
定

の
限

度
内

で
す

け
れ

ど
も

、
年

金
を

一
時

金
で

も
ら

う
と

い
う

や
り

方
も

あ
る

の
で

、
あ

る
意

味
で

は
そ

の
逆

と
い

う
こ

と
で

も
っ

て
、

一
時

金
を

年
金

化
し

て
も

ら
う

と
い

う
考

え
方

も
あ

る
だ

ろ
う

と
は

思
い

ま
す

が
、

い
ず

れ
に

し
て

も
、

そ
の

辺
の

と
こ

ろ
を

ど
う

考
え

る
の

か
と

い
う

の
が

一
つ

、
こ

の
問

題
を

考
え

る
上

で
検

討
し

て
お

く
べ

き
事

項
か

な
と

は
思

い
ま

す
。

 

 【
年

金
形

式
の

支
給

に
関

す
る

意
見

】
 

○
 

平
成

1
8

年
1

0
月

2
4

日
 

第
８

回
経

済
的

支
援

に
関

す
る

検
討

会
・

白
井

弁
護

士
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ち
ょ

っ
と

年
金

と
い

う
ふ

う
な

言
葉

を
使

う
と

、
そ

れ
こ

そ
今

の
公

的
な

年
金

と
混

同
さ

れ
て

し
ま

う
の

で
、

そ
れ

と
区

別
上

は
っ

き
り

わ
か

り
や

す
く

す
る

た
め

に
、

そ
う

い
う

言
葉

、
年

払

い
方

式
の

補
償

金
と

い
う

ふ
う

に
し

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
そ

の
言

葉
の

と
り

方
は

い
い

と
は

思
う

ん
で

す
が

、
年

金
、

一
時

金
に

あ
わ

せ
て

年
金

と
い

う
こ

と
を

ご
提

案
し

た
の

は
、

や
は

り
被

害
者

の
方

の
中

で
、

継
続

的
に

将
来

の
生

活
が

非
常

に
不

安
定

で
あ

る
と

い
う

、
回

復
が

で
き

な
い

と
い

う
、

そ
う

い
う

状
態

の
方

が
お

ら
れ

ま
し

て
、

そ
う

い
う

方
の

場
合

に
、

月
々

入
っ

て
く

る
生

活
の

補
充

に
な

る
よ

う
な

形
で

お
金

が
入

っ
て

く
る

と
い

う
こ

と
が

非
常

に
安

心
感

と
い

い
ま

す
か

、
そ

う
い

う
生

活
の

安
定

と
い

う
こ

と
が

で
き

る
と

、
そ

う
い

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

の

で
、

労
災

保
険

で
も

一
部

そ
う

い
う

併
給

の
制

度
を

設
け

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
わ

け
で

す
か

ら
、

そ
う

い
う

こ
と

も
工

夫
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

こ
と

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

○
 

平
成

2
5

年
４

月
1

0
日

 
犯

罪
被

害
給

付
制

度
の

拡
充

及
び

新
た

な
制

度
の

創
設

に
関

す
る

検
討

会
・

松
村

全
国

犯
罪

被
害

者
の

会
（

あ
す

の
会

）
代

表
幹

事
代

行
 

働
き

た
く

、
生

活
保

護
を

受
け

た
く

な
い

の
に

、
人

間
と

し
て

の
最

低
生

活
を

送
ら

ざ
る

を
得

な
い

犯
罪

被
害

者
は

存
在

し
て

い
る

の
で

す
。

犯
罪

被
害

者
等

基
本

法
第

３
条

の
「

再
び

平
穏

な

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

ま
で

の
間

、
必

要
な

支
援

等
を

途
切

れ
る

こ
と

な
く

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

講
ぜ

ら
れ

る
も

の
と

す
る

」
に

従
い

、
年

金
を

補
償

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

考
え

ま
す

。
…

…
突

然
の

災
厄

、
犯

罪
、

事
故

等
の

場
合

に
は

、
使

用
者

が
労

働
者

に
支

払
う

べ
き

災
害

補
償

義
務

に
か

わ
る

制
度

と
し

て
労

災
制

度
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
こ

で
は

重
障

害
者

に
対

し
て

年
金

制
度

が
主

要
な

補
償

形
態

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

理
由

は
、

長
期

の
経

済
的

困
難

に
陥

っ
た

場
合

に
は

経
済

的
補

償
と

し
て

の
年

金
の

支
給

を
受

け
る

こ
と

で
生

活
を

維

持
・

再
建

す
る

こ
と

が
一

時
金

の
支

給
よ

り
も

合
理

的
で

あ
る

か
ら

で
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
事

故
な

ど
に

限
ら

ず
、

重
度

の
障

害
を

負
っ

た
国

民
に

は
等

し
く

障
害

年
金

が
支

給
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
も

継
続

的
に

経
済

的
な

面
で

生
活

を
さ

せ
る

こ
と

こ
そ

障
害

者
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

か
ら

だ
と

思
い

ま
す

。
年

金
の

期
間

に
つ

い
て

も
、

こ
の

前
、

議
論

が
さ

れ
ま

し
た

け
れ

ど

も
、

確
か

に
支

給
の

終
期

を
設

け
る

こ
と

は
必

要
で

す
が

、
基

本
法

に
基

づ
く

平
穏

な
生

活
を

取
り

戻
す

ま
で

途
切

れ
る

こ
と

の
な

い
継

続
的

支
援

を
す

る
と

い
う

原
則

か
ら

す
る

と
、

終
期

と
し

て
は

被
害

者
等

の
経

済
的

改
善

が
な

さ
れ

、
支

給
の

必
要

が
な

く
な

っ
た

と
き

に
終

了
す

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

年
金

に
伴

う
事

務
量

の
増

加
と

い
う

こ
と

も
話

に
出

て
ま

い
り

ま
し

た
。

犯
罪

被
害

者
向

け
の

年
金

処
理

を
単

独
で

行
う

必
要

性
は

な
く

、
労

災
と

か
、

あ
る

い
は

遺
族

年
金

の
処

理
機

関
は

厚
生

労
働

省
の

管
轄

だ
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
に

委
嘱

し
て

行
っ

て
も

ら
う

方
法

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

対
象

と
な

る
犯

罪
被

害
者

等
の

数
自

体
を

考
え

て
も

、
大

し
た

事
務

量
に

な
る

と
は

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。
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